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序

宮城村は､群馬県の代名詞ともいえる赤城111の南麓中央に位置し、「花と緑とふれ

あいの郷」のキャッチフレーズにふさわしく桜やツツジをはじめとした四季折々の

花が咲く風光明媚な所です。

自然豊かなこの村でも近年農業の大型機械化が進み、村民の要望に答えるべく昭

和62年度から柏倉地区と市之関地区の一部を対象に県営の土地改良事業を実施して

きました。

市之関前田遮跡は周知の縄文時代の遺跡地でしたが、今回土地改良事業に伴って

発掘調査され、縄文時代のみならず旧石器時代から近世までの遺構や遺物が出二こし

ました。特に、群馬県内で初めてまとまりをもって検出された野岳・休場型の細石

器文化は、故相沢忠洋氏によって発掘調査された本村苗ケ島の桝形追跡と共に旧石

器時代最終未の在り方を研究するうえで貴重な資料であろうと考えられます。

桝形遺跡に加え、宮城村内で今までに実施された市之関遺跡や白山古墳といった

学史的な発掘調査と同様に、本報告書が赤城山南麓地域の歴史解明の一助として少

しでも寄与できれば幸いかと思います。

最後になりましたが、本発掘調査を実施するにあたり終始ご指導、ご協力いただ

きました多くの関係者の皆様に厚く感謝の意を表し､序にかえさせていただきます。

平成３年３月

宮城村教育委員会

教育長茂木利次



例 '三０

Ｌ本;!)は朧L1iB(勢多郡宮城村大ﾆﾅ:ilj之ＩＭＩ字前田795稀地外に所在する拍倉巡跡群iIi之ＩＨＩ前H1遺跡の発掘調従報告課

Ｉ《Illri器時代編》である。木逝跡の調査報告書は１１《剛文時代編》.Ⅱ［《平安時代以降編》により'１１)成される。

２．「１１J之lHiiiiilI1巡跡｣は発掘調査'１ｹおよび概報においては｢iMiIll巡跡」と呼称していたが、遺跡名の適正化を図り、

遺跡所在地の大字・子芋名を併記することとした。

３．発掘調在はﾘﾄＩ営柏倉地区二ｔ地改良J１１乗に伴う埋蔵文化１Ｍ発掘調査として、子((i調盗を含め三次にわたり尖施し

た。

第一次調盗昭和62年lljI61J～昭和63年１)１２２１１（昭和62年度概鞭分）

第二次調恋昭和63年10)l24l1～平成元年３jI3I[Ｉ

第二次調森平成元年４）110[1～同Ｈ１:11)1101］（Ⅱl石器時代については木報(!；）

また、雛]M1作業ならびに本濟の作成は発掘調査に継続して行った。

４．発掘調jffならびに整理作業は各HIK度の国宝敢要文化1M等保存整備費国Ⅱ(補助金及び前橋土地改良11Ｉ研所委託金

を便川して、宮城付教育委員会が行った。

５．調査細織は次のとおりである。

珈務局

教Ｙｒ災茂木利次

２１ｉ務局長斎藤Ｙｆ好

係長細井鰍子（平成２年３月転出）大崎キワ（平成２年４月着任）

文化１１ｲ担当松村Ｌ１Ｐ１４

調IIE担当細野商Ⅲ,｛

調在illi助貝小荷将夫（Iﾘ]治大学大学院生・現笠懸町教育委fi会）

６．本(1)の編典は細野が担当し、小１?、萩谷千明（lﾘ]論大学大学院生)、諸星良一･伊藤秀一（明治大学学生）がこ

れを補佐した。また、執筆については細野・小菅・秋谷・諸星が分担して行い、｜こ'次にその文iufを記した。

７．現場における追跡の写真搬影は{(11野・小菅が行い、ｉｎ物写真については/YIIIl英夫・たつみ写真スタジオがこれ

を行った。また、航空写真については（有）背商航に依頼した。

８．土壌等のIL1然理科学分析については（株）パリノ・サーヴェイに業務委託を行った。

９．本報(!『にかかる出土品、調査記録図iiliおよび写ｊｉＬ等は、一括して宮城村教ｱr蚕fl会が保存・管】M1をしている。

10.本遺跡の発掘および整理作業の参１１Ⅱ者は次のとおりである。

発掘調ｉｆ

阿久沢一郎、阿久沢うめ、阿久沢かつ子、阿久沢隆、阿久沢利子、阿久沢美知子、阿久沢美代、阿久沢洋子、

阿久iNW子、伊欲禮子、上野ざよ江、大崎節子、狩野信子、北爪よし、小池記子、小島春雄、住谷みどり、

商橘｛ii二、商僑ふみ江、滝沢タツノ、：lIHヨネ、深rl1佐響子、深沖せつ子、六水木こう

整理作業

小荷将夫、萩谷千明、吉井雅，〕、諸ｊｉＬ良一、折茂光紋、伊藤秀一

11．発掘調ifおよび本普の作成に当たっては次の諸氏・諸機ＩＨＩより貴重な御指導・御教示を賜った。ここに記して

感謝の意を災します。（敬称賂、５０１rlUm）

相[Ｈ１菰、麻生敏隆、麻生偶、安蒜政雄、潟崎泰一、岡本來三、織笠Ｉ１ｌｌ、粟ﾊﾞｶ義明、小池聡、小XB純一、

坂爪久純、柵）Ｉ:美枝、白石典之、白石浩之、須藤隆司、大工原豊、I11XB新、堤隆、土肥孝、IlI來耕志、

巾隆之、飛111野兀佳、前原１１A、山下歳信、若月橘Ｖｆ

群馬ＵＩＬ農政部、前橋土地改良９１Ｉ務所、群馬県教育蚕１１会文化財保護課、（財)朧'.!；県埋蔵文化Iけ調銀1{業団、勢

多郡社会教Ｔｌ｢部会文化財分会、宮城村上地改良課、IrMT地区土地改良区
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発掘調査にいたる経緯と経過第１
ざ､Pb名

｣iＬ 

宮城村では、昭和59年度より大了:111倉・大字iIj之llllの一部を対象に、10年計画で県営柏倉地区ほ場整備事

業を実施して来た。その第６次（平成元年度）工二}；区域内に、縄文時代から''’'1tにかけての埋蔵文化財散布

地として群馬UiLjui跡台帳にNn2241・Nu2249の２遺跡の記ilfがあったためIliiiiに現地踏査を行ったところ、縄

文土器片・石器等を主体に多１，ｔの巡物散布が認められた。

そのため群賜りiL教育委員会、宮城付教育委員会と群賜り,(農政部耕地建設課、ｉiii橋土地改良I1j務所、寓城村

土地改良課および地元地権者等各関係者間で協議の結果、宮城材教育委員会が主体となり、台帳Nb,2249の散

布地約8,000IIfを対象に遺構確認のための試掘調査を災施することとなった。

試掘調査は、'17{和62年11月６［|から翌63年１月21[]までの実質２カ月で行い、任意に約１ｍＷｌｉのトレンチ

を東西方向４本､南北方向１本の計５本を設定し､逝ｲﾙの検１１１状況に応じて随時拡張するといった方法を採っ

た。調査面馴は約200,,fと小規模なものであったが、繩文時代中期の埋蕊や'''11tの堀跡が検出さ沁迫横の存

在が明確なものとなった（第一次調在：昭和62年度調Iff既報分)。

このためilj度協議を行い、地椛将等の協力を得て、’１/{和63年度に削平工Ｚｌｉにより遺構が破域さｵしる場所を

Il1心とした記録保存'二Ｉ的の発掘調iIfをiiii橋土地改良馴務所から委託を受け突施することとなった。調査地の

現状は桑畑が主体であったが、地椛稀の強い要望をうけ、調査時期は養蚕の終わる10月から工Ｊ１ｊ年度に入る

前の翌年３１１までとした。なお協議Ｉ１ｌ項として、廃二12はざl:地改良工事に使川されるため撮出はせずに場内で

処理を行うこととしたため、まずトレンチにより巡跡の範lUlを確認し、〕dllﾙの存在しない場所を選定し廃土

置場とすることとして発掘調在を|)１１始した。ところがトレンチ調杏の結果台地１２全面が遺跡地であり、しか

も平安時代以降、繩文時代中j９１，組文l1iF代前期以前の巡ｲﾙ確認面がそれぞれ災なった層序であることが判明

し、予想を遥かに上回る土並を生じたため、台地【１１央部の調査をまず行い、廃土は調査終了地点へ噸次送る

こととした。この結果、縄文時代iiii・ili期の竪穴式住居跡25軒、平安時代の２ｋ職墓３基、Ili世の堀跡６条・

地下式土峨２１L、近世屋敷跡２１！【・ｿ|:戸跡、各時W1の｣蝋数十基等の過柵を検(llした（第二次調恋)。

第二次調査により当初の予想以上に過術数が多く、また過跡もかなり広iltillllにわたると推察されたため、

土地改良工｣|(の計画決定に従い、台帳Nn2241の散布地を初めとした隣接地についても道水路および削平され

る部分の過ｉｌｉ確認調査の必要性を各１H1係者に再認識してもらい試掘調査を災施したところ、巡跡が延びるこ

とが確認されたため、第二次調査時に鹸後まで廃上下で未調在の地域にこれらの部分を含め、平成元年度に

発掘調査を継続して実施することとなった。ほ場整(Wiが秋施工の工事のため、本来夏までは従蚕や小麦の収

穫等の農作業が認められている地域が多く含まれていたが、工事に支障をきたし遅延すると困るといった観

点から柏倉二Ｍ11改良区を通じ地樅料の協力を得、年度当初からiIii工事の始まる10月初めまでを発掘調査の期

間に当てることとし、前橋二l:地改良Ｉ１ｉ務所と委託契約を行った。ところが当初6,0001㎡を予定していた調査面

硫が計画変災などにより倍j御し、しかも工区の関係でiMi年度同様廃土を場内処理しなければならなかったた

め、委託契約および国庫補助金額の変更等を行い、|司年llj]10日までの尖質I65pIlllを費やし、約２万､fとい

う大規棋な発l｜11調査の実施を余雌なくされた（第三次調在)。

このようにTlj之ljll前、遺跡の光lllil調査は、群11;県教行委員会、群馬県腱政部耕地建設課およびiiii橋土地改

良事務所、地元ili之関の住民をはじめとした村民各位の多大な協力を得て、昭和62年度から平成２年度の三

次にわたり災施した。総日数で延べ336日を費やし、総調洗面獄は32.OOOIIfにのぼる。

Ｉ 



第Ⅱ章遺跡の概要

第１節立地と環境

宮城村は群馬県の代沿詞ともいえる赤城111南麓のほぼ''１火に位|ifし、東～南東を粕111村、南西～西を大胡

町、北を11;『土見村に接しており、東西５km×南北12.5km、総WIii1lは48.49k口'である。もともとは純農村地域で

あったが、近年は県都前橋iljの''１心街まで南西約10kmと近いことから分譲住宅地として、また眺望が良く関

越自動車道利用により都心から約２時間の距離にあることから別荘地としての開発等が進んでおり、現在建

設Iliの県営ぐんまフラワーパーク等をｉｉｉ心に赤城山南肱|＃1発の拠点となりつつある。

標高は赤城火１１１の外輪１１１である荒111山頂の1,572ｍを岐商点とし､jli111l村境の南西部における蚊低点180ｍま

で災に1,392ｍの比高差をもつ。急傾斜の山腹部から、県指定１K婆文化財である赤城神社の鉱座する標高550

ｍ前後を傾斜転換点として、火llIlYt出物や河lllの堆菰物により形成された扇状地と発達した放射谷、その間

に残る熔岩流原形面からなる綾傾斜の111麓部とに大別される。この扇状地形をもたらした河111としては、東

から、カルデラ内の火口湖である小沼より流出し柏川村との境をなす粕)||(粕１１|扇状地)、荒'11下より流出す

る荒砥111（荒砥111扇状地）が挙げられ、大穴111や芳見沢111とそれぞれの支流、および豊闘な地下水の湧出に

よる神沢川等の小河川が逆扇状的に荒砥111．粕111に流れ込む。

市之関前田遺跡は、これら河111のうち大穴)||と芳見沢111が合流しi櫛下する右岸の台地上、標i1.5280～300ｍ

の平坦部に位置する。この台地の西l1lには三本木清水と呼称される湧水が流れ､舌状台地状に発達しており、

ほぼ台地上全iIiiが過跡地である。村内にはこのように舌状台地状に発達した台地が数多く見受けられるが、

これらはほぼ例外なく巡跡地となっており、古くから石鹸をはじめとする石器や土器片の爽採が盛んに行わ

れてきたようである。

Ｔｌj之関前田遺跡の全体規襖は約５万I]fと考えられるが､同台地｣2800ｍ北に位置し昭和29年に群馬大学尾崎

喜左雄教授の研究室による発獅調査で、縄文時代前jU11H11I1式jOlの竪穴式住居跡を検出したTlj之IHljif跡も本遺

跡に連続すると考えれば、その総iiii秋は10万J】fを超えると１１鱗される。

この他周辺の遺跡として、本台地中央に位置するTl丁之11Mの蝋（['１世城館跡)、南西500ｍのTlj之関吉ケ沢遺

跡（|[]石器～縄文時代早期）等がある。また、桝形巡跡は本巡跡の北東約3.51ｍに位慨する。

また本村以外の周辺地域において細石器関係の遺物が(llj:している遺跡として(第３図)､iiii橋ilj頭無遺跡、

鍔多郡高士見村龍ノロ逝跡、勢多郡大胡町田ノ上遺跡、勢多郡粕111村栗原東遺跡、勢多郡新型付峯岸遺跡、

同生月遺跡、同広間地道跡、新111郡笠懸町稲荷山逝跡、同和111巡跡が挙げられる。こ”）を巨視的に見てみ

ると、立地はいずれも台地上の平坦部であるが、舟底形石器がlll土した龍ノロ遺跡や本村の桝形逝跡、柏倉

芳兄沢過跡は標高400～450ｍと比較的高所に位慨し、ＴＩj之llUiilIiIll巡跡のようないわゆる野儒・休場タイプに

蛾似する石器群は標高300ｍ以下の河111沿いに展開する傾1ｲﾘが剛える｡また頭無遺跡の様に荒曝型に代表され

るi'1Ｉ片系細石核を特徴とする辿跡は、同じ河)||沿いの丘陵上でも比較的低所に営まれる伽Ifﾘにある。

第２節宮城村の発掘調査史

宮城付の発掘調査は、学史的にも著名な赤城桝形巡跡によって始まる。この調査は岩宿巡跡の発見以後精

力的に赤城南麓の旧石器文化を探査していた故相沢忠洋氏により発見され、昭和26年９月の第一次調査によ

ソ
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リハト底形石器を主体とした石器群を検出したことは周知のとおりである。この桝形遺跡は１１/(和28年のilii完調

yf、昭和48年に村道の改良拡幅による調査と計３回実施されている。

その後は群馬大学の尾崎:11〈左雄教授の研究室により村内の11M蔵文化財の踏査が行われ、昭和29年から昭和

40年までの間に６遺跡で小規棋な発掘調査が実施されている。このＩｌｌには縄文時代前期UUIll式ﾘﾘIの竪穴式住

li;跡１軒を検出した市之lH1巡跡、和銅開苅(８枚や佐波理鋺、蕨手太刀等が出土した終末)91古城の白１１１古演、

平安時代の鍛冶工房跡であるⅡ．並木遺跡の調査も含まれる。これらの過跡はいずれも群馬Ui1lノリにおける当該

時101の初期の調査として、その後急速に増加した県内の発掘調ffに与えた影響は大きい。

昭和43年になると、畑地iWI慨を=i§|]的とした農業川水である朧11う川水幹線水路地域のjiM蔵文化1吋緊急発掘

調査が、群馬県教育委員会の手により苗ケ島白山、柏倉四房、’11倉新ﾂﾞ|:橘、馬場欠次大iiilllの４巡跡におい

て実施された。これらはいずれも２，幅のトレンチによる500IIf腿皮の調査で、遺構としては[Ⅱ11で土城、大

iiiⅡ１１でピットを検出したにすぎないが、各遺跡から|｢1石器～１Ｍ11文時代後期の遺物が出土しており、今後の面

的調在による遺跡の拡がりを示唆している。

この後は忘れ去られたように巡跡の発掘調査が行われず、Ⅱ/{和62年の市之関前田過跡を待つこととなる。

このように、２０年近くのブランクはあったものの戦後ｌｌＩｌもなく開始された本村の発掘調盗も、県営ぐんま

フラワーパーク建設に伴い群賜り１１教育委員会が平成元年度に発捌調査を実施した柏倉大沢逝跡に代表される

ような大規模な開発が相次ぐ['1、今新たな出発点に立っていると言えよう。

表ｌこれまで発掘調査された村内の遺跡

‘ 

｛frBj 遺跡名 jili1Ii地 調究年几[Ｉ iIMl斑体制 遮跡の慨要

１ １２３４５６７８０Ⅲ 
ゾ】Ｉ 

．⑨６（１ １１１ 

桝形逓跡

iljと閃遺跡

白111古城

前1111号古城

片並木適跡

WilI1Ⅱ号古城

古屋敦古境

一本木土師通跡

iiliケ勘白１１１週跡

柏愈西房遺跡

I111な新井橋遺跡

ｌｊｊ場矢継適跡

TIi之関前ＩＩｌ遺跡

邸毛石鎌、遺跡

柏iT大沢遺跡

ili之関吉ケ沢適跡

柏倉芳見沢遺跡

火2j:価ｹﾊﾞﾑ字lji《1.433

大字TIj之ＩＨＩネリｌｌｆｊ=f365

大当jgrWケXA字'111111.660

大字ｌｌｊｉ↓)字厨111

大字ｉＷケXA2rg片並木1,792

大字11)塒字WnlI

大字l1i1I》:i:ｉＩｒｌｆ救

大字'１L毛Ji卒一本木

大字iガケ`ｌｎＷＥＩｉⅡ1１

大字１１，字IHIﾚﾉ

大字柏、字Wij卜

大字!』)j↓}宇欠縦

大字ili之Ｉ１Ｕ卒ｌｉｉｌＩｌ外

大字鼻毛1i宇嫌111

大字{(１，宇大iIl

大字ili之lH付:iｻﾀﾞｹ汎

大字ＩｒＩｎ卒jl1掘久保外

昭26～昭２９．lYlI8

昭29.3

昭29.10

昭33.4

昭3６．１，４

BIl40 

噸408

昭４１

昭43.8

昭43.8

昭4４．２

昭15.11~】2

昭62.11～平１．１１

平1.8

平１．１０～１１

平２．１～４

平２．４～1１

１１１沢忠洋

群11;大学ｌＥ崎喜左鯉

l(リ上

Ｉi］上

１両１上

ﾄリ」２

１$リ上

ｲﾊ水沿一

群｣!)ﾘ,｛教Ｙ『姿11会

liiJ上

{`I］」２

１面リ上

N｢城Ｉｊ教7i饗11会

1:】』」己

6ｒ11肌1教77姿11会

酎城ｲ､1叙ni委側会

１，１上

舟底形而器を伴う細【i器文化

繍文前期竪穴式住l汁跡１軒

和銅UⅡ球8枚・佐波畷鋺・藤平太刀

直刀・\i}金』１．扶妓

平安時代の錨iih:l:ﾚﾉ跡

自然石乱石枇鉄倣

El然１J乱打fハイ'1金只・鯉口

平安時ｲWHjriの駆穴式(i:届跡

繩又JILﾘﾘ１条疵文系ごＩ:器

繩又`ｉｎ期！!(殿ｲi製ｲj鱗

縄文]nW１１期ｲiｉｉ

繩又後期ピット・加PiｲﾘＢ式土器

旧石器～近'1ｔ

繩文jiq期陥穴・土頃

繩文前期111族式ﾘﾜ]化'１１}跡・土壌

lIl石器～繩文JIWlTビット群

lIl7T器～縄文０１ﾘﾘＩ
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第３節検出された巡構と遺物

旧石器時代

本巡跡の南端にあたる場所で、群馬此↓内では初めていわゆる野岳・休場タイプの細石器文化晒が検(}{され

た(本報告)。この外、巡跡中央部のグリッド遺物として黒耀石製のｉｎ先形尖頭器、１'''11:堀跡出土巡物として

黒色頁岩製の石刃等があるが、いずれも単独出土であり、面的調査は災施していない。

また地元住民の表採巡物の中に黒色安Ill岩製の尖頭器等も見受けられ、周辺隣接地にも本時代の文化層が

あるものと思われる。なお、これら木崎１９１に係る過物にDMしては後に詳述する。

縄文時代

この時代の遺構の検ｌｌｌ数が一番多く、竪穴式住)iTi跡は前期８軒、llijUl33軒を数える。前期の住居跡はいず

れも台地の縁に位鯉し、IH111I式期に比定される。［|ﾘﾘ|の住居跡は力11Ｗ利Ｅ３･Ｅ４式191のもので、Ｅ４式!U|は全

て敷石住居跡となっているのが特徴的である。今回の調在では６軒の救石住居跡を調在したが、確認のみで

調在を行わなかった倣石住居跡もあるため、単純に敗石住居跡のみで染落を構成していたとも推察される。

また、これらの敷石ti;厩跡が集[|LＩする地域のほぼ['１心部には立石も認められた。住居跡の他には陥穴状のも

のも含めて土戦181基、屋外炉跡１基等を調査している。

地元住民の表採遺物には縄文時代の石錐が最も多く、以前は周辺各戸で少なくとも一升枡２杯程度づつ所

有していたそうである。現在では、一部を除きその殆どは無くなってしまっている。災兇したものの[|】には、

草創IU1の有舌尖頭器をはじめ後晩期の石鍍も多数含まれていたが、当該時期の巡柵は検出されていない。

平安時代

調ｉｆ区北西で竪穴式住届跡１軒と二ＭＭ（貯蔵穴）ｌ雌を検出した。この住居跡からは部材と思われる炭化

材およびその周辺から多数の鉄釘がｌｌＭＬ、構築に鉄釘を使)i}していたのではないかと推察させられる。ま

た、隣接する貯蔵穴の断iHiでは木枠状の痕跡が認められ、炭化した粟と籾が取瓶状の須恵器坏を真ん【'１に左

右に区分けされた状態で出土している。この須恵器坪とやはり貯蔵穴111土の土師器坏には「西」の塒!}があ

り、宮城付においてもこの段階で既に文字階級の人々が生活していたことが認識される。土器の観察からこ

の竪穴式住居跡と貯蔵穴は９Ｃ後半の同一時期の所産であろう。後ＩＵ:の耕作等によりIﾘl確な判断はしかねる

が、訓ff時の所見では、この時代の染落は東側へは延びず、西側調在区外へ延びると思われる。

中世

城郭とそれに伴う堀跡、士塁基棚miおよび版築而、喰述虎口等を検11)している。これらは台地ilI央に位置

するilj之関の砦とは切り放し、南側部分だけを単独で三本木城として総括名称されている（1988：群馬県教

育委貝会i群馬県のIlIl1t城館跡｣）が、対城としての可能性もあるものの調査時の所見からは別段区別する必

要性が認められないため、本台地上にIli地する城郭lN1迎の遺跡は六本木城と総称する。ただ、この六本木城

は堀跡の走行に規格性が認められない所もあり、１軒の竪穴式住居跡1軒や、鞘の羽口、内耳、銅銭等の出

土巡物から見ても、一種の環濠集落的要素も否定はできないと考えている。

また、中世から近世初頭に至る五輪端が本道跡耐半をuij心に大jOtに}１１土しており、特に南西隅の一段低く

整地され湧水によって区画された部分には300個体を超える石造物が染１１Iするため､地域住民の辺り豹である

７ 



阿弥陀畑と呼称し、墓域として巡跡区分をしている。’111迎過柵として、六道銭を配した士域蕊や災石二k壌等

も検出されている。

なお調謙ljM始時に、かつて三本木寺なる寺院があったが火災により廃寺となったという言い伝えを知った

が、発掘調恋では寺院跡による礎石、柱穴等の遺椛や、iI'〔接寺院跡に関連するような遺物の出土は無かった。

近世

館跡とそれに伴うと考えられるｿ|:戸跡３基を確認している。館跡は数回の処て替えがあったようである。

井戸跡の内２基は素掘りのものでl5clⅡ程の高まりに区画された中に並列しており、切土の範囲内では井戸底

まで確認に至らなかった。高まりの－カ所には水1=Ｉ状の縦みがあり、そこから排水に利(}されたと考えられ

る満状過椛が延びている。他の1J`Lは石組の井戸跡である。

また、館跡の北側には遺物を一括廃棄したと思われる場所が検出されている。

出土遊物は、唐津や伊万里のものが多く、いずれも18世紀代に位世付けされよう。またその他に､|，世未の

物とみられる天日茶碗も出土している。

第４節調査区の基本層序

赤城山南純地域においては、｜{]石器時代以前に形成されたlUjIいロームルiと、上位の黒ポクニヒに区分される

火山灰土が認められる。市之関前Ⅱ1巡跡においても例外なく前記の様ｲ'1を呈すが、現地表iiiiから|[1石器試掘

ピットの底部まで５ｍ近くになることや本報告書では|Ⅱ石器を取り扱うことを考慮して、ここではローム層

の基本瞬序についてのみ記城することとした。

なお、IiW1j名を初めとする自然1M科学分析についてはパリノ・サーヴェイ株式会社に調査を委託したため、

その分析結果報告に若干の考察・変災を加え転載した．

第１層黒ポクニヒ

第Ⅲ層ロームルi最上部に濃難する澁色軽石粒である。軽石の最大径は６mmで、よく発泡している。本軽石

は、１鮒位や岩相から約1.3～Ｌ4万年前に浅'111火111から噴出した浅IlIl-仮脚黄色軽石(Ａｓ－ＹＰ、新井、

1962,町Illほか、1984）に対比される。

第Ⅲ層淡褐色を呈する。遺物包含1画であり、石器は主に下半部に集[|'する。白色の軽石粒がIfiIliに散在し

ているがＦ１は成していないため、正確な降灰lWiII1を認定することは難しいが、鉱物分析によると本層

中位のff料でわずかに角lX1石が他の層準より多く藤Ⅱ)する傾向が伺え、この付近に降灰lii準があるこ

とを示唆している。軽石のI【&人後は２，mmで、よく発泡している。軽ｲｶﾞの岩相や僧位から、本軽石は約

Ｌ5万年前に注間火１１１からIYill)した筏間一白糸軽石(As-SP、町[Ⅱほか、1984）に【11米すると考える。

第Ⅳ層樋褐色を呈し、若干As-SI>およびＡｓ－ＢＰが混在する。

第Ｖ層極色の降下軽石層である。〃i厚はllCnlで、含まれる軽石の最大径は７mmである。本テフラは瞬相か

８ 



ら､約2.1～Ｌ6万年前に波'１１１火１１１からVtll1した戎Ill1-仮鼻褐色軽石群(Ａｓ

－ＢＰグループ、新ｿﾞ|:、1962,町[11ほか、1981,』ilIll、1989)の一つに対

比される。

壇ｃロ

０ 

と,Ｚ

第Vl層燈褐色を呈し､Ａｓ－ＢＰグループの'111Ⅲ1にあたる｡焼土および多iiiの炭

化物が本遺跡のみならず赤城西南蝿において広く認められるため、遺構

ではなく山火事等に起因するものと考えられる。
5０ 

第Ⅶ層燈色の降下軽石屑である。hjlV[はOClll、含まれる軽石の最大径は４ｍｍ

である。本テフラは晒相から、約2.1～1.6万年前に浅間火111から噴出し

た浅間一板鼻褐色軽石群(Ａｓ－ＢＰグループ､新ｿ|:､1962､町田ほか､1984、

早田、1989）の一つに対比される。1００ 

第１Ⅱ層淡褐色を呈し、若干Ａｓ－ＢＰ･小醸がijも在する。本|蘭の鮫下部はガラス

質の細粒火１１１灰層である。ＴｌJ之ⅢiiiiilIl巡跡においては、野外で肉眼によ

り確認することはできないが、洗いⅡＩしによってその火'１１ガラスを検出

することができる。火111ガラスは平仮状のいわゆるバブル型で、無色透

ＵＵである｡このテフラは火１１１ガラスの形態的な特徴や層位から､約2」～２．

２万年前に南九州の姶良カルデラからurilI)した姶良ＴＩ】火111灰（ＡＴ、町

Ｈ１・新井、1976）に対比される。

150 

第Ⅸ層灰褐色を呈するいわゆる「賠色柵」である。
200 

第Ｘ層暗褐色を呈し、径１～５mmのlL1色軽打粒・小礫を若干含み、粘性に富

む。

第XI層灰色がかった紫色の降下火111灰liWである。灰色の石賀満片が多く含ま

れている。層厚は７cm、含まれる石f'i沿片のｌｌｉ大径は３mmである。本テ

フラは層相から、約3.1～3.2万年前に赤城火１１１から噛出した赤城一第

４図基本土層鹿沼テフラ屑（ＡＲ－Ｉ《、新)|:、1962,町[１１ほか、1984）

水沼降下火砕岩層（水沼ラピリ、守瞳、1968）に対比される。

第４図基本土〃Ｉ

のうちの｣1部を占める水沼降下火砕岩層（水沼ラピリ、守瞳、1968）に対比される。

なお、鹿沼土として有名な鹿沼軽石(Ａｇ－ＫＰ)は、鹿沼テフラ1161の下部に唯６１付る。

第XII層褐色を呈し、径１～２cmの白色軽石粒を含む。粘性に?;｢み、しまリグｊｉい。

第、層載色の降下軽石暦である。屈厚は５cm以上、含まれる軽ｲﾆ『の11ｋ大径は19mmである。軽石の発泡は比

較的よい。軽石には斑,W,として角閃石や斜方輝石が含まれる。本テフラはIPiｲⅡなどから、約4.1～4.4

刀年iMiに樵名火１１１から噛ｌｌｌした榛名一八崎軽石層（IIr-III，、新）|:、1962）に対比される。

， 



第III章旧石器時代の調査

第１節調査の方法

｜Ⅱ石器時代の調査区は、Tlj之Ull前Ｈ１巡跡の南東隅に当たり、本来は昭和63年度調ff予定の地域であった。

しかし、早くから地権者の了承を得られていたために、本調ｒｆに先駆け試掘調査を実施した結果、表土であ

るノルポク土の堆積が薄く、ロームhi上ini-面での調査で済むことなどが認識できた。そのため、当該年度の

ｌ１ｒｌ和63年度は台地中央部の繩文時代'|ﾘﾘ|集落跡の調査を!|】心に行い、本調森区は残土は場内処理でまかなう

という取り決めにより、発獅調査終了時まで継続的に廃二ＭV(ざ場として使用した。

平成元年度になり、本調査区を含め昭和63年度調査時に般後まで廃止置き場とした部分の表ご}:除去を再開

したところ、本調査区においては細文時代早期の陥し穴、前!！|の竪穴式住居跡・士端、’''１１tの堀跡などか検

l}}されたため、それらの迫ｲﾙを売臘すべ<ジョレンによるプラン確認作業へと移行していった。ところが調

if区[|】火での確認作業において、珪質頁岩製の僕N]痕のある剥片や黒耀石製の細石刃の１１}土が確認されたた

め川辺を精査してみたところ､数本の細石刃がある程度のまとまりをもって二カ所に散布することが判明し、

'11石器時代の文化層の存在が予想された。そのため、まず前述の繩文時代からLlj世にいたる過iiI;を調査した

後に、旧石器時代の調査を実施することとした。

旧石器時代の調査に際しては、まずこれまでのlOmxlOll】グリッドから調査区全域を網羅すべ<`Ｉｍｘ４

ｎｌグリッドに細分して設定しiII〔し、西から東へ順にＡ～Ｉ、同様に南から北へ１～12のグリッド名を付し、

Ａ－ＬＡ－２…と言うようにグリッドを呼称することとした。また確認の段階で細石刃のまとまりが見ら

れた２ケ所の内、西側を第１ブロック、東側を第２ブロックとして取り扱うこととした。

調査は第１・第２ブロック同時並行で行い、ローム1剛【&上miの渋llli-仮鼻黄色軽石膨（As-YP）より煩次

配ｲｺﾞとなるような大形の藤を除く巡物の取り上げを行いながら掘り下げていった。しかし前述のように、中

'1tの堀跡や縄文時代の陥し穴を初めとする多数の土戦などにより文化屑がかなり乱されており、特に第２ブ

ロックにおいては、縄文時代iiiilU1の竪穴式住居跡やIlj世の地1ざ式二ｋ鱗によりブロックの大半を切られている

といった状態であった。

また表土の堆積が薄いことから、第１ブロックi櫛側などで耕作による撹乱も一部見受けられた。

巡物は掘り初め当初から｜||当数出土したが、そのピークは波''１１－白糸軽石(As-SP)前後にあり、浅間一板

ljA褐色軽石層（As-BP）上UIiにおいて出土しなくなるといった様相であったため、大部分のグリッドは筏間

一板鼻褐色軽石層まで掘り下げて調査を行った。

また、士層観察および他の'１１石器時代文化層の確認を目的として、第１ブロック南のI)－７グリッドでは

繩文時代早期の陥し穴状土jMiを利１１几て榛名一八崎軽石libi（llr-IIP）まで、第１・第２ブロックの中間にあ

たるＦ－８，Ｇ－８グリッドでは|}if色帯下までそれぞれテスト・ピットの掘り下げを行ったが、他時期のｌＨ

ｲｰi器Ⅱキバ文化層の検出にはいたらなかった。

第２節調査日誌

｜ｌＷｆ器時代の調査は８月1`１１]から９月25日まで１月以上にわたり実施したが、台風の影糯による雨の日が

多かったため、実質の調森１１数は291]である。なお、本来ならば調識日誌については第117;fで触れるところ

ﾉ〃



であるが、本報告謝が|日石器時代編であるためここに記すこととした。

８月14日調従区設定。西側を第１ブロック、東側を第２ブロックとする。

８月16,グリッドを設定し、第１ブロックより調査に入る。黒耀石製の細石刃が多く出土。

８月17日第１ブロック調査。巡物取り上げ。

８月18日第１ブロック遺物取り上げ。第２ブロック調rfl＃]始。黒色安111岩製の細石核・細石刃Ⅱ}土。

８月19日第１ブロック配石出土し始める。北側を拡張し調交。第２ブロック配石ほぼ完掘。第１・第２ブ

ロックともに炭化物多い。

８月20日第１ブロック南側を拡張し調査したところﾉA1色安111岩多く出土。またD-9グリッドより黒耀石製

の細澗核出土。Ｄ-7グリッド二ＭW観察用テスト・ピット掘り下げ。第２ブロック遺物取り上げ、配石

写真搬影、取り上げ。

８月21日第１ブロック拡張、巡物取り上げ。第２ブロック糒査。

８月22[１第１・第２ブロック柵准。

８月23日第１ブロック精査。Ｄ-9グリッドより黒縦石製の細石核出土。

８月24日節１ブロック写真撮影の後D-9、Ｅ-9グリッド巡物取り上げ。Ｅ-7～11-6グリッドにかけ任意にテ

スト・トレンチを設定し調迩。

８月28日第１ブロックＤ-8グリッド巡物取り上げ。）A1辺テスト・トレンチ調査。

８月29日第１ブロックＤ-8.9,Ｅ-9グリッド遺物取り」:げ゜周辺テスト・トレンチ調査。

８月30日第１ブロックＤ-8.9,Ｅ-9グリッド精査。Ｉ)-7グリッド上腕MJiini写爽撮影、土層サンプリング。第

２ブロック’1-89,1-8.9グリッド遺物取り｣二げ゜第１・第２ブロックとも依然遺物多く|Ⅱ土。

８月31日第１ブロックＥ-8グリッド巡物取り上げ後Ⅲ'砿。第２ブロックｊＩｉＷｆｏ

９月１日第１・第２プロツクノ梛硫。

９月２日第１・第２プロツクホI疵。

９月４［１第１ブロックI)-8、第２ブロックＨ-8.9,1-8.9グリッド遺物取り上げ。

９月５日第１ブロックＤ-9.10グリッド遺物取り上げ。第２ブロック糀迩。依然遺物多く出土。

９月７日範１．第２ブロック糀森。－部巡物取り上げ。

９月８日第１ブロック精査、一部巡物取り上げ。

９月９日第１・第２ブロック糀在。第１ブロック巡物取り上げ。第２ブロックよりナイフ形石器１１１土。

９月10日第１ブロック精査。第２ブロックＧ-8グリッド暗色帯まで掘り下げる。

９月11日第１ブロック精査。

９月12[Ｉ第１ブロックＣ-9.10,1)-8～10グリッド巡物取り上げ、全景写１１４川Ｉ影。第２ブロックＧ-8グリッ

ド写典撮影、土層断面図作成。

９月13日第１ブロックＥ-7～10,1)-7グリッド遺物取り上げ後精査。第２ブロック最終精査。川辺梢査。

９月18日第１ブロック配石全鍛写真撮影。

９月20ロ第１ブロック配石図面。

９月21日第１ブロック配石図iii、取り上げ。

９月25日第１ブロック図面。調森終了

〃
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館３節石器群の分布

Ⅱl石器時代の調査区からは、総数1.291点の遺物が検ｌｌｌされた。その内訳は、細石刃284点、細石核５点、

jH}|石核原形１点、ナイフ形打器1点、スクレイバー20点、喫形石器３点、二次加工痕を有する剥片５点、使

川痕を有する剥片15点、剥片および砕片744点、石核８点、磁器川点、岐石17点の合計1,117点の石器群と174

点の礫により構成される(第６lZ1)。これら石器群の包含伽iはローム胸最上部であり、主要な石器として細石

刃が総数の二割以上を占めることから､本石器群は１日石器時代終末期のいわゆる細石器文化に対比されよう。

これらの細石刃を製作する技術的な特徴は、既に紹介したように（細野1990）矢llllll技法によるものであ

り、細石核は野岳・休場タイプに分類されるものである。また石器群の組成としては、IMI1打刃を主体としな

がら、中形のスクレイパーや大形の礫器･敵石を含むなど、当該)01においても豊かなものであると言えよう。

本石器群はその使用石材も蝋1i《であり、細石刃を主体とする小形石器の製作には黒輝石、スクレイパーなど

【'１形石器の製作には黒色安l[1岩、礫器や破石といった大形石器の製作には輝石安111岩など粒子の粗い石材を

１Mいるといったように、石器器iWiごとに利用石材を変えるといった特徴が窺える。外にも無色頁岩、珪質頁

瀦、チャート、ホルンフェルス、砂潟等がそれぞれ少数ではあるが、石器石材としてn1いられている。なお

繩石安１１１岩等の粒子の粗い炎１１１婿は、それらと質が途う玻璃fTの黒色安山岩と区別するために、本報告では

籾粒安山岩としている。

これらの石器群は主に２つのブロックから出土したが、共にjM1I石刃を主体とするものであり、石材利用の

71ビリカも基本的に共通している。また、両ブロックｌＭでiiI接の接合|H1係は無いものの、同一の個体を共有し

ていた可能性が高く、同一時期に両者が併存していたと考えられる。

幾２市之関前田遺跡出土遺物組成表

J３ 

JＡ１鰹Ｙｉ !!{色安IllVl ﾉ１１色頁岩 珪蘭ｒ〔Ｖ） ﾂﾞーャート 砂器 ホルンフェルス 1iI位安111岩 小計

石刃

jMWi核

細ｲj核原形

ナイフ形石器

スクレイパー

恨形Ji認

二:次力１１工痕有剥片

使'1ＭＷjする剥片

剥Ⅱ・・砕片

!『核

磁器

肢ｲ『

碑

８ （』７】

４１１１２１６１００００ ３ ９』 ９》１００８０４７７７０００
１ 

６ Ｉ １００００００１８１０００ １ ３００００００１１００００ ０００００１００８００００ ００００００００１０１６０ ００００１００００００００ ｎＵｎＵ小Ⅷ〈Ｕ⑪Ｕ〈Ｕ〈ＵｎＵ二⑪ｎＵへ』１凸几壯１１７ １－，１１０３－，５４８４【Ｉ
８ 

２ 

１４ 

１１ 

９】

［Ｉ 

７ １ 

合i汁 528 506 ５ ９ 1８ 203 1,291 
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１．第１ブロック（第７～１０，１４lx1）

第１ブロックは、南北に尾根状に延びた台地上に立地する調査区内でも、尾根線上に当たる部分で検出さ

れた。耕作｣:1<約20cnlでロームIiWとなり、その上面から石器が検出されはじめたが、耕作等によりローム層

の上部および石器包含層の上部が多少削平されており、さらにＣ－９．１０，１)－１０，Ｅ-10グリッドのブロッ

ク北側は中世の堀により一部失われていると考えられる。またＤ・Ｅ－７グリッドの一部では、東西力向の

満状に他より深耕された箇所があり、巡物分布の上でやや希薄な部分が認められた。このように艦干の撹乱

等は見受けられたものの、本ブロックは比較的良好な状況でその全体像を捉えられたものと考える。

このブロックは、北西から南東力ｌｉｊｊに主軸をもつ艮附lﾘ形の拡がりを持ち、その範囲はおおよそ北西～南

東12ｍ×北東～南西５ｍであり、調在グリッドではＣ～Ｆ－７～10がこれに該当する。石器は、［'1央部分に

あたるＣ～Ｅ－８．９グリッドに染11Iして出土し、その)(}辺部からの出土状況は散漫である。また垂直方向

の分布は、ローム層上端から1V〃iにわたり、最大で56cIlIの厚みを持ち、地形の傾斜に沿ったiMjい凸レンズ状

を呈している。

本ブロック調査時に、石器分布!|'央部分のローム１１１１がやや黒みを帯びた色調を呈していることが肉眼で確

認され、二１２１IDilUii（'iの観察等を行ったが、明確な形状や掘り込みは確認できず、巡構としての認識までは至ら

なかった。しかし、巡物の分布状況や同時期の他の辿跡の瓢例を踏まえ、今後検討すべき課題であると考え

ている。

また本ブロックでは、遺物分布と並復して４基の配打が検出されている。

検出された巡物は1,015点と多く、細石刃、細石核、jMl1石核原形、スクレイパー、礫器、岐石などの石器が

１１}上し、使)Ｗ２ｉ材も黒耀石、黒色安111岩、粗粒安１１１岩の外、黒色頁岩、球fT頁岩、チャート、砂瀦、ホルン

フェルスがあり、石器組成、石材組成ともに豊かであると言えよう。

ブロックの形状は、遺物が【|'央に染１１'する円形を呈するのが一般的であるが、本ブロックは一カ所に集中

するのではなく、Ｃ－９グリッド東部～、－９グリッド西部(1a)、、－８．９～Ｅ－８．９グリッド境(1b)、

Ｅ－８南西NＩＩ（lc）の三カ所を中心に比較的遺物の染'|Iする部分が認められるため、全体の形状も欄}ﾘ形を

表３第１ブロック出土遺物組成表

1５ 

}雄石 ﾉ11色安Illl'｝ 111色頁瑞 ＬＩ 汕汀、．ｌ Ｉ Ｉ Ｅ ｿ・ヤート 砂１０｝ ﾎルンフェルス 111枕安llIVI 小計

細石刃

細石核

剥石核原形

ナイフ形Li群

スクレイパー

摂形石器

二次加工疵（』判ﾊ・

便lij痕ｲiする剥片.

剥片・砕片

石核

磁器

肢ｲｶﾞ

礫

？】３ ９』

１１０１２１５９００００ ８ １ 

００００００ １ 

７７７０００ 
３ １００００００１｜、１０００１ ３００００００１１００００ ００００００００６００００ ００００００００００１６０ １ ００００１００００００００ ００００００００ 

（０ワ』（０１Ｉ 
０ ２ １ 

６４１０８２５４ク】８３６
３ 

１ 

１７ 

１１ 

？』

－０ 

６ ２ １ 

合計 435 381 1８ ｛① ６ 1７ 152 1.015 



呈している。なお、第１ブロックをjMlI分化したものとして、便宜的に１５１，１b、ｌｃと呼称しておきたい。

本ｲｶﾞ器群においては既述のとおり、細石刃あるいは小形の石器の製作には黒搬石、［|]形の石器製作には黒

色安１１１岩、また大形の礫器や破石の石材としてはill粒安111岩が川いられ、石器器極により特徴的な三種の石

材を使い分けていることは明らかである。そのため、石材毎の分布状況は大・IlI・小形の石器の分布を意味

し、器柧>)ﾘの使川や製作等の在り方を理解できる可能性があると考えられるため、その状況を検討すること

により、本ブロックの|ﾉﾘ容および性格について考察して行きたいと考える。なお、〕MiHT頁岩は細石刃が存在

することから黒澱石と|司一の図版（鰯８図）に、また黒色頁岩およびチャート、ホルンフエルスは''1形の石

器が主体であることから黒色安山岩の図版（第９図）に、砂岩は礫器や鼓石に用いられていることから粗粒

安山満の図版（第10図）にそれぞれ示している。

細石刃の製作を主体とした黒糀石は、１ａ･ｂ.ｃどのブロックにも存ｲ|;しているが、ｌｂブロックに肢も多く

の資料が含まれている（第８図)。

ｌａブロックは、jM11石刃もさほど多くなく、全体のihi料としても少ない。しかし、細石核の原材と考えられ

るもの（290,291)、jMl1石核の打ihi作111判片（296,297)、打面再生剥片調整剥片（293,295)、細石核（283,

285）やその－部（292）といった、Ijj(石から－迎の細ｲｺﾞ刃製作工程に係る資料が多く含まれている。これら

の分布のIlj心は1ａブロックのやや北l1llにあると考えられる。

１１〕ブロックには、刑}１石刃を主体とした多くの熱lWM石の資料と共に、黒色頁岩製のjiⅢ石刃（14）が含まれて

いる。これらは11〕ブロックの北東寄りに、紺1石核(281,286）を'11心とするかのように分布し、この)Al辺で

集１１'的に細石刃の剥離作業が行われたと考えることが可能であろう。また、そのややi櫛西部から細石核原形

（288）も出土しており、全体として巡物の集中度は良いと考えられる。

ICブロックは、出土点数が少なく散没な分布状況であり、細石核も含まれないが、細石刃は総点数の四分

の一にあたる72点がll1EIzしている。また、細石刃（38,,小１，８１）や使川痕を有する剥片（340）等の珪蘭頁岩

の石器は、全資料が本ブロックから川上している。

スクレイパーなどIli形石器の素材となった黒色安１１１岩は、どのブロックからも111ニヒしているが、ｌｂブロッ

クに雌も多く含まれる（第９図)。

ｌａブロックではH(jil石とやや分布が異なり、全体に耐東側によってｌｌｌ土している。主な石器としては側縁

に調雛DI1工のあるスクレイパー（317,318）があり、サイコロ状の石核（372）も含まれている。また、黒色

頁岩のチョッパー状の石核（373）とその同一ⅡA1体の剥片類もすべて本ブロックからの出土である。

１１)ブロックには黙細石同様多くの資料が含まれるが､全体に南西l1llによって出土しており、分布が異なる。

主な石綿として、スクレイパーでは端部に調熟力Ⅱ工の施されるもの（312,313,3Ll)、片側縁に調縦力Ⅱ工を

施したもの(323）などやや多様性があり、石核も縦艮剥片を剥離したもの(378)、サイコロ状のもの(371)、

岻甲状のもの（375）などやはりバラエティーに嵩んでいる。また、判片頬も多い。

１ｃブロックは、あまり多くの資料が含まれておらず散漫な分布状況であるが、北側に集中する傾向が窺え

る。主な石器としては、尖刃のスクレイパー（316,320）などがあり、石核ではluIiI状のもの（37`I）が１１１土

している。また、黒色頁岩の縦長剥)１．やホルンフエルスのスクレイパー（315）もｌｌ１ｊ:している。

礫器、岐石として川いられた粗粒安１１１岩は、識別の難しい調整剥片などは少なく、イT器として認識できた

ものが殆どである。礫器および破石は、１ａ．ｂ･ｃの各ブロックに数点ずつ含まれているが、他の石器から見

ると、全体に散漫な分布状況である（館１０図)。

１ａブロックでは、］ｂブロックに近い位慨で多くの大形万器が出土している。

ﾉ６ 
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１ｂブロックでは、北東側の黒縦石と南西側の黒色安１１１器の分布に挾まれた、Ｉｌｊ央のやや北西0111の位般に集

中して出二ｌＬている。

１ｃブロックでは礫器が１点のみと少なく、ブロックのやや外側から出土している｡また､砂岩製の岐石(４００）

が含まれている。

第１ブロックが三つの小ブロックに分剖できる可能性があることは既述したが、それらは石器朽材の分布

状況から、小ブロック内でも小形、！|'形、大形の各石器の分布がやや異なることが言及できたと考える。ま

た石器組成という観点では、ｌａ．ｂブロックは共に豊かであり、ｌｃブロックはスクレイパー、礫器が少なく

細ｲｮ｢核も含まれない、といった特徴が認められた。しかし全体として考えるならば、各小ブロックの石器組

成はほぼ均一的な状況にあると言えよう。

２．第２ブロック（第11～14,17図）

本ブロックは、調在区の位蔵する台地の束縁で、西から束への傾斜変換点で検出された。第１ブロックと

同様に、耕作士下位のローム暦上Wiiから巡物が出土し始めたが、本ブロックにおいてもロームlii上端と石器

包含層の一部が削平されている可能性がある。特に北ｌｌＩｌの冊１－９グリッドの細文時代前期竪穴式住居跡、

東側１．Ｊ－８グリッドの地下式二l:城によってブロックの一部が失われている可能'性が高いと思われる。ま

た、ブロック束I1lIに分布する巡物の一部が、傾斜に沿って多少移動していると考えるべきかも知れない。し

かし、本ブロックも比較的良好な巡存状況で検出されたと考えられる。

第２ブロックの全体的な広がりは､南西から北東方向に主軸をもつ橘11形を呈し､およそ南西～北東７ｍ×

南東～北西`1ｍの範囲に分布し、調在グリッドとしては(;～１－７～９がこれに該当する。llI央部にやや遺

物の稀薄な部分があり、Ｈ－８グリッドの北部および’－８グリッド北西部に巡物の集中する部分があるた

め、二つの小ブロックに分割される可能性もあるが、全休として－つのブロックとして理解すべきものと考

えられる。垂i(〔分布の状況は、第１ブロック同様にローム|閥｣己端からIV1岡まで石器のlll上が見られ、岐大で

56〔mの厚みをもち、ローム層に沿った薄い凸レンズ状を呈す。

表４第２ブロック出土遺物組成表
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Ｉｉ核

磁器

破石

礫 ’０〈Ｕｎｖ０１〈Ｕヘリ０）。Ⅱ一①（ＵｎＵ００
４ 

１ リ》１００リ】０００９００００ ００００００００３００００ ００００００００ⅡⅡ０００ ０００００１００１００００ ００００００００》０⑪Ⅱ００ ０００００００００００００ ００⑪Ⅱ０００ⅡｌⅡ０１Ｉ （』１０ｌワ】１０１０００’
’ 

’１ １ 

合計 ワ』Ｉ ３ (） ７］ ０ １６ 208 



（ 

ﾋﾞﾆｺｺ '０１０ 
１７Ｆ 

縄文時代住居跡岡
Ｍ
Ｗ
個
竿

ギ§ 」聖＋ 
／-戸~山２８７▲325,● 

●ＣＣ 
Ａｎ２６｡ ￣戸

趨&電量'鳶
■
。

魁7.
句｣

地下武士堀

L 
ﾛ、５回 3Ｇ１ 

后’
３４Ｍ 

鶴 、魎

旧一Ｗ

８
７
 

偶

届掛川ⅡＨ制叫 喝鼠怜
雛；

瞳iii ▼33Ｉ 

Ｃ JＩＴ 

第13国第２ブロック黒色安山岩・黒色頁岩・チャートの石器分布
（吉）（赤）

N11{l刃

IlIlli核

ノイプ形石器

スクレイパー

槐形石器

IjllIL痕・使用痕をｲjする判I」

IMMI 

llMllI・砕片

Ｖ
◆
⑩
▲
▼
△
、 Q1‘ 

縄文時代住居跡

IｋＨａ 

」巴

＋ E２Ｆｓ ＋ 
／~~ 

地下式土轆

Ｉｌ８ 
１Ｔ７ -ＩｆＷ 

lＪｅ 

ＴＪ７ 
Fａｌｇｅ 
Ｆ７ＩＧ７ 

第14図第２ブロック相粒安山岩・砂岩の石器分布

２９ 



検出された石器は224点と少ないが、細石刃、細石核、ナイフ形石器、スクレイパー、襖形石器、便1il痕を

ｲﾌﾞする剥片、敲石など多くの器柧を含んでいる。

石材別の石器の分布について考えてみると、まず、狐1MM打ではナイフ形石器(311）がブロック北西部から

{{}上しており、層位的見地などからも本ブロックに含まれるものと考えられる。また、黙縦石製のjW11石核は

lI1上していないものの、illl石刃剥離作業初期の稜付き細石刃（25a．b）を始め45点の洲'1石刃がlll上している。

史に、細石核の調整剥片を川いたと考えられる使用痕をｲﾌﾞする剥片（301）の出土も見られる（第12図)。

無色安１１１岩は本ブロックにおいて肢も多くの資料が'１１土しており、細石刃２点（178,237）に力Ⅱえ、細石

核(287）も出土している。本打材による細石刃とその製作に係る資料は、細石核の形態的な特徴も含め、第

１ブロックとやや相違があることを示していると考えられる。またその他､黒色頁岩の判･砕片３点、ヅ･ヤー

トの襖形石器１点（331）などが出土している（第13図)。

粗粒安山岩では、小形の岐石（395）の他、数点の調薙判ﾊﾞが(1)｣したにすぎない（第IＩ図)。

３．接合資料の分布（第15図）

薙理作業における接合作業が完全ではないが、２５組の接合溢料を確認している。これらの内、ｌ例を除い

た全ての接合資料は第１ブロックに腿しており、第１・第２ブロック'111に接合資料を介した111係は確認され

ていない。

〉l1jWW石では、細石核のlIi〔材と考えられるものと樫形石器の接合例(接合１）、細石核と打mi作ｌＩｌ剥片の接合

例（接合２）、細石核と細石刃の接合例（接合３．４）、細石核の打iiii調轄剥片と打miilj4I：剥片の接合例（接

合５）、細石刃同士の接合例（接合６）などか確認できている。

黒色安山岩では、石核と剥片の接合例（接合７．１０など)、判Ⅱ同士の接合例（接合８）、使)１１痕を有する

剥片と剥片の接合例（接合９)、スクレイパーと調整剥片の接合例などがある。

粗粒安山岩では、liMi石とその使)i)によって剥落した砕片の接合例（接合１１）があり、また、砂瀦では、離

石が細かく破砕したものが接合した例（400）や、礫器の調雛剥片の接合例と考えられるものがある。

これら接合資料の分布は、鋪ｌブロックでは、ｌａブロック内で接合するもの４例、１ｂブロック７例、１ｃブ

ロック４例の計15例あり、多くの場合小ブロック内で接合することが理解できる。

１ａブロック内で接合するものには細石刃の製作工穏に係る無)IiM石の資料が多く含まれている（接合２．４

～６)。１ｂブロックではjl1lW二i刃製作工程に係る資料(接合３）もあるが、黒色安山満の剥片剥離工程を示す資

料（接合７，１０）が多く、粗粒安１１１岩の資料（接合11）も含ま』している。１ｃブロックも」11色安山岩の接合資

料が多いが、砂岩製の破石の接合例（400）も確認されている。

しかし、これら小プロックイ{1互にまたがる接合fif料も比較的多く、1ａブロックと１１)ブロック'１１１で６例､１ｂ

ブロックと１ｃブロックブロック'１１１で２例､1ａブロックとｌｃブロック間でｌ例の計９例が確認さ』Lている。

ｌａブロックと１ｂブロックｌｌＩ１では、黒耀石の細石刃製作に係る資料(接合４）もあるものの、黒色安山岩の

接合例が４例と多くみられる。lｂブロックとｌｃブロック'１１１の２例の接合例も黒色安111岩のfT料である。この

ような状況から、黒色安111潟が小ブロック間で頻繁に石器移肋の対象とされていたことがH1解できよう。黒

)M1石では、細石核調整過程の接合例はなく、原料の礫の分荊時に係る資料(接合１）がある。ノ11燃石の場合、

接合例は少ないものの、原料藤を分割した原材での移動と、細石核の調整過程、細石刃製作工程などが特定

の小ブロック内で行われていたといった様な状況が、接合fT料の分布の背後にあるのかもしれない。

これらの接合例から考察すると、第１ブロックに存する三つの小ブロックは独立して過さ』したものではな

ユノ
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<、相互に頻繁に石器を交換しあうといった密接なIlll係にあったということが理解できる。

第２ブロックにおいては、jlUl石刃剥離作業初期の稜付き細打刃（25ａ.ｂ）の接合資料があるのみである。

４．配石（第14,17図）

調査区内からは、石器の染[|Iする部分と重なるように、Ｉﾘ1確な力Ⅱ工痕や使用痕を有さない粗粒安１１１岩の礫

がｌｌＩ上している。石器群のllljした腐位にはこういった朧はl:1然に存在しないものであり、何らかの理由で

人為的に遺跡内に運び込ま』Lたものと考えられる。１蘭位的には11ルオ～1V層にわたり、垂i１１分ｲIiとしては約４０

〔1,1の幅をもっている。これらの内には、最大長20cmを超える大形礫があり、それら大形のものを【'1心として

雌大長20～7cmの中形の礫が分ｲ|ル､記号化して表示した７Ｃｌn以下の小形の礫はやや散漫な分布を示している。

これら二つのブロックにpHなるように検出された礫は、大きさなどが一定ではなく、Ｉ）j確に人為的手段によ

り焼かれた痕跡を有するものは少ないため、｜ﾛ石器時代に多くみられる礫群として認定すべきものではない

と考える。しかし、全体としては大形礫を中心としてあるまとまりをもっていると考えられるため、ここで

はそれらを配石としておきたい。本調査区においては、合計５カ所の配石を確認している。

鋪ｌブロックでは、配J二ｉｌ～４が確認されている。この内、Ｃ－９グリッドのほぼ【|'央に位|ifする配石１

およびＥ－８グリッドほぼ1'1央に位世する配石４は、1181の大形礫を!|'心とし、その周ＩＵｌに小形の礫が分布

して配石を構成している。これら配石の中心となる二つの大形礫には、共に明確ではないものの、破打痕の

ような痕跡を観察することができる。配石２はＤ－９グリッドの北西部に位置し、６０ＣｌⅡ樫離れて出土した二

つの大形礫が中心となっている。この内西側のものは、表iiIiがざらついており、剥離痕とも考えられそうな

剥落が観察できる。配石３はＤ－９グリッドの南東部に位Ⅱ'(し、直径80cm程の範囲に分布する４個の礫を中

心に柵成されている。これらの内２個には、明確ではないが、鮫打痕と考えられるような賜痕が観察できる

ものがある。この配石３は、第１ブロック中央という位lHlHl係や、構成する礫数も多いといった観点から、

これら配石の中心的な意味合いを有していたと考察される。また、これらの配石に凧いらｵLた礫の内、配石

２の大形礫１個と直径lOcIn秘のIlj形礫４個はやや赤化していたが、ごく自然に存在する籾粒安111岩にやや赤

化したものが多く見受けられる状況から、焼かれているとｉｉｉ(極的に評価すべきものではないと考えている。

第２ブロックでも、辿物分布に重なるように粗粒安１１１岩の礫が出={し、それらがＩＩ－８グリッド北東部か

ら１－９グリッド南端を['１心にやや集[|Iするため、配石５とした。大形礫２個が中心で、内１１－８グリッド

に位波するものには一部が剥落した状況が観察できる。また、第２ブロックに分布する礫の内、中形礫と小

形礫の合計７点が焼けた状況を呈している。

前述のように、配石を構成する際には、小形・中形のものの一部に焼けた痕跡を有するものがあり、大形

のものでは敲打痕と考えられるものや剥落した形跡を有し、一般的には台石として認定されるべきものが含

まれている。これらは、目的が必ずしも明確ではないにしろ、何らかの作業の場を反映している可能性が高

いと考えられる。更に火を便川した形跡もあるとすれば、幾つかの作業が複合して行われていた可能性さえ

考えられよう。

またこれらの配石は、配石１．２が１ａブロック、配石３が１ｂブロック、配石４がＩＣブロックに重なり、

配石５が第２ブロックにｉｎ複している。この状況から、配ｲﾐiが石器の製作や使用といった生活の単位と深く

係りをもっていたと考えることも可能であろう。
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第４節石器群の内容

旧石器時代の調査区からは、総数Ｌ291点の遺物が検lllされた。その内訳は、細石刃284点、細石核５点、

jWIl石核原形１点、ナイフ形石器１点、スクレイパー20点、襖形石器３点、二次llII工痕を有する剥片５点、便

ﾉﾄﾞ]痕を有する剥片15点、剥片および砕片744点、石核８点、礫器14点、敵石17点の合計1,117点のｲｶﾞ器群と174

点（12.6％）の礫により構成される（表２)。主要な石器として細石刃が総数の二割以上を占めることから、

本石器群は|Ⅱ石器時代終末期のいわゆる細石器文化に対比されよう。

１．細石刃関係の遺物

細石刃とその剥離に関係したと考えられる遺物は、大部分が黒耀石をその石材としている。一部黒色安山

岩や珪質頁岩など他の石材をⅢいたものもあるが、こｵLらの石材はスクレイパーなどの大形の剥片ｲｶﾞ器やそ

の素材となる刺ﾊ･の剥離に関係しており、細石刃や細ｲｶﾞ核のような特徴的な形態をもつもの以外は細石刃の

剥離に関係した辿物として認定することは困難である。その反面、本石器勝においては黒耀石を石材とする

巡物は細石刃の剥離に関係するものとしてほぼ限定できると考えられる。

これら糾縦石の巡物は、色調や火雑物の混入状態などを基準として母岩>llIfY料にすべ<分類を行ったが、

細石刃や細ｲｺﾞ核調整剥片など小さいものが大半をIliめることや資料数が多いことなどから、全巡物を厳密に

分類することが困難であり、肉眼｣二で下記ａ～ｆの８４１”に分類した。

黒耀石ａ透明

黒耀石ｂ透り]で白色のくもりのあるもの

黒耀石ｃ透りjで黒色の縞のみられるもの

黒耀石ｄノ.11色で半透Iｿ)なもの

黒耀石ｅ黒色で不透明な６の

黒耀石ｆ黒色でごく微細な火雑物が列状に混入する６の

黒耀石ｇ不透明で黒色の縞のみられるもの

製耀石ｈ無色で大粒の火雑物が混入するもの

このうち、ノ11糀石ｇはナイフ形石器(255）１点のみであり、黒耀石ｈはほぼ接合資料I（289～291,310．

第33図）に限定される。また黒耀石。～ｆについては近似性が強く咳昧な部分も見受けられるため、再検討

の必要もあると考えられる。

（１）細石刃（第20図～第28図）

細石刃は284点'11土したが、うち４点は接合し２点の１'１石刃（4,25）となるため、実数としては282点を数

える。石材は、珪質頁岩３点（３８，４１，８１)、黒色安１１１岩２点（178,237)、黒色頁岩１点（11）の６点を除

いてすべて｣l(縦ｲｶﾞである。

細石刃は一般に、折断によってｲＭＷの膨らみや尾部の反り返った部分など不要な箇所を取り除いて、適宜

な部分だけをⅢいたと考えられるｲｶﾞ器であり（戸沢1964、杉原･小野1965ほか)、その遺存状態が１k婆視され

ている。そのため、本石器群もそれぞれ部位を頭部・【'''1M部・尾部・上半部・下半部（第18図｣二）とし、そ

の遺存状態を８つのパターンに分緬（第18図中）してまとめることとした。

また、本逝跡より出土した282点の40％に当たる114点の細石刃側縁部に微lMllな剥離痕が肉眼により観察さ

ﾕリ



れている。これらの微細な剥離痕は①～⑤に分類（第18図下）されるが、同一の細石刃にそれぞれ異なった

パターンの剥離痕がみられるものもある。なお、④の「鋸歯状」剥離痕は①～③の組み合わせがみられるも

のである。

細石刃の過存状態と微細な剥離痕との|H1係は次のとおりである。

完形の細石刃は21点（１～24）で、うち10点に微ｊｌ１１ｌな剥離痕が観察される。

尾部を欠損する細石刃は79点(25～103）で、うち57％にあたる45点に微細な剥離痕が観察される。剥離痕

が観察された細石刃のうちの40％がこれに当たる。

下半部を火1tlする細石刃は30点（104～133）で、うち15点に微細な剥離痕が観察さ』

頭部のみを残すjM11石刃は22点（134～155）で、うち４点に微!(}1な剥離痕が観察され」

頭部を欠掴する細石刃は26点（156～181）で、うち12点に微ｌｉｌＩｌな剥離痕が観察され」

上半部を火jj1する細石刃は14点（182～195）で、うち３点に微細な剥離痕が観察さ］Ｉ

尾部のみを残す細石刃は20点（196～215）で、うち１点に微lM1lな剥離痕が観察され』

中間部を残す細石刃は67点（216～282）で、うち24点に微細|な剥離痕が観察される。

(104～133）で、うち15点に微細な剥離痕が観察される。

34～155）で、うち４点に微!(Ⅱな剥離痕が観察される。

ﾗ6～181）で、うち12点に微細な剥離痕が観察される。

(182～195）で、うち３点に微細な剥離痕が観察される。

〕6～215）で、うち１点に微lM1lな剥離痕が観察される。

;01;lwjhll1i;！ 

“ｉｉｉ 

①、
▲ 

蝿ikjから左から

□ 
右から

欠損の方向

川
上半部欠捌雌部残

、
叩
Ｕ
Ｖ

１１問錦残

細石刃の遺存状態

ii紳川
①巡腕②不規lｌＩｊ

1１ ！ 
③爪独①鋸耐状 ⑤つぶれ

微細な剥離痕の位置 微細な剥離痕の状態

第18図紹石刃の皿察
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このように本石器群においては、頭部や尾部のみのようにごく一部が遺存するものを除いて、かなり確実

な数jitの細石刃に側縁部の微jilllな剥離痕が観察できる。このことから微細な剥離痕の有無は細石刃のいくつ

かの巡存状態をこえたある在り方と密接な関係をもつものと１１礫される。

そこで本石器群における細石刃の長さ･幅の法爺と微細1な剥離痕の関係をその実数282点から統計的な処理

を行いヒストグラムとして示した（第19図)。

本石器群の細石刃は２～11,1,の桐をもち、平均値は5.60mmである。微細な剥蕊痕が観察されたものについ

ても幅３～11mm、平均値5.68mmとほぼ同様の在り方を示している。

一方長さについてみてみると、ｑ３～３cmを測り、平均値はLO9Cnlとなる。微細な剥離痕が観察された細石

刃は0.4～2.8cmであり、平均([((1.37ｃｍと全体の平均値に比べ若干長くなる。こうした傾向はヒストグラムの

ピークからも読み取ることができる。

このように、細石刃に観察される微細な剥離痕の有無はその巡存状態の他に長さに？F【要な意味をもつと考

えられる。どのような理111でこうした微細な剥離痕が細石刃の01ﾘ縁部に残されたかについては今後の研究の

進展に委ねるところが火であるが、刑'1石刃（細刃器）という道具としての「使用痕」を確災に示すものと捉

えるのであれば､今後長さなどの法fitを含めた遺存状態全体を老hljiしていかなければならないと考えられる。

点）

□
□
 

微細な剥離痕を有する細Ｉｉ刃

{言二三信 微細な剥離痕をｲ『さない細打刃

細石刃の及さと微{(ｌｌな剥躍痕との関係

点）

に

細石刃の幅と微細な剥賎疵とのＩＮＩ係

第19図細石刃と微細な刹篭痕との関係
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第28図細石刃（９）

（２）細石核（第29図）

283～287の５点111土しており、石材は黒色安山岩の287を除いて、いずれも黒耀石である。

283は剥片を素材としており、剥片の尾部縁辺を主体に細石刃が剥離されている。なお、接合商科２にみら

れるように打面作出剥片（297）と接合している。

284は剥片を素材としており､米材となった剥片の頭部l('１縁辺と尾部側縁辺の両方1fUから米材の中央部方向

に向かって細石刃の剥離作業が行われている。また、打miはｲｶﾞ核の上下両端に設定され(両設打i(Ii)、接合資

料３のように２点の細石刃（４，５）と接合する。なお、石核の背面には背面調整あるいは石核の稜調整痕が

観察される。

285はその素材は不lﾘlであるものの､細石刃の剥離作業が他のjM}1石核と同様に素材縁辺の両方向から中央部

方向に向かって行われていることから、やはり剥片素材のものと考えられよう。

286はやはり剥片を素材としており、素材となった剥片の左側縁部から中央部力向に細石刃の剥離作業が

行われている。なお、打而は｣1下両端に設定されている。

このように、283～286の`1点はその素材の用い方やjWlI石刃の刺離作業の在り方に共通する部分が多くみら

れ、同一形態の細石核として捉えられよう。

287は粗雑な｢両面調整石器？」の縁辺部に数回樋状刺離を施したものである。細石核として認定するには

雅干の111題を含むが、２点の細石刃（178,237）が存在することから今回細石核として理解した。しかし、

本来は彫器として捉えるべきものかも知れない。

（３）細石核原形と細石核の素材となり得る剥片（第30図）

288は黒耀石の剥片の主要剥離illiを甲板面とし､側線部に石核調整を行い粗雑な舟底形の石核M(形としてい

る。素材となった剥片の打miの部分からは、頭部調絡とnM解できる細かな調整剥離を行っている。こうした

(}底形の石核原形があるということは、283～286とは米材のⅢい方が異なる細石核が本石器群に存在したこ

とを示唆していると考えられる。

289～291はかなり厚みのある黒耀石の剥片で、ゴロゴロした印象をもち、細石核川の素材となり得るもの

と考えられる。290,291にはその縁辺部に微細な剥離痕が観察され、石核原形の準備を行ったものとも考え

られる。これらの剥片は接合武料１とし、模形石器（310）と接合する。

`/ひ
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第29図細石核

（４）細石核調整剥片（第31図・第３2Ｍ）

292～309はいずれもﾉｌＬ耀石を石材としており、細イi核の調整剥片と:吟えられるものである。292～309はいずれもﾉｌＬ耀石を石材としており、細イi核の調整剥片と:吟えられるものである。こル>のIIjで、

特に292～297は細ｲi核と接合関係にある点やその形態などから､特定の性格を有しているものと判断される。

292～295は細石核の打i｢li再生剥片とけえらｵしるものであり、２９３，２９４にはそれぞ』し微細な剥離痕が観察され

る。また、292のような}]面再生剥片からも283～286とは異なる素材の川い方の細｛i核が存在したことが窺え

．〃



聯

２（) 

2（」

△ △ 

露霊薬1１
ェ｣ゾ

、

】
｡ 

量E二二夢
291 

０ ５ｃｍ 

第30凶紹石核線形及び紹石披衆材

,/２ 



●･' 

＞￣ 

L勺疹罰

鍾壼,

,L1１ 

、＝

、
／ 

厩

戯‐

296 

愈三＞
○ Ｉ 

とzﾆー
ごりＩＰＩ

△ 召

Ｉ 

謬夛綴
、 ２９７ 

＜△ 

‘ 
｣夕

、

Ｏ 

馴瞳
Ｉ 

＄ 鯵 ｡ 、￣ 

３４h〕 ３１Ⅱ 299 

、1＝ 
□ 

５ｃｍ ０ 

第31図ル日石松調整剥片（１）

ノ３



０ 

勺勺！ 3'１３ 

￣ 
3112 

=￣ 

と三ｺ

鰯Ｗ⑬-轍-W②
￣ 

＜二１

》Ｉ

亀 ⑰ 
〕1４

<二二）

貢ぐ車￣ 
￣ 

蝋鐵心懸JW掴鞠v鰯３'｣８－ 
３１斤一

鰯

０ 5ｃｍ ０ 

第32図細石１Mk調整剥片（２）

る。なお、接合資料５に示したように293と296は接合関係にある。

296は剥片の背面に細ｲi刃の剥離作業面の一部を残しており、作業面の再生剥片(あるいは作業ini史新剥片）

として理解できるものであり､左01Ⅱ縁部に連続する微細な調離Dll工を行いスクレイパーに転川している。297

11接合資料２のように綱77核（283）と接合し、細ｲﾌﾞ核の打仙iの作出に係わる剥片である。

298～300は縦長の細石核調整剥片で、いずれも微細な剥離痕が縁辺部に観察される。299および300はその

形態から細石刃として理解してよいかもしれない。

３()l～309は横長あるいは､ｌｉｉ１ｌｉまりの細ｲﾆi核調整剥片とゴゲえられる資料である。このうち3111にのみ微細な剥

離痕が観察される。

（５）細石刃の剥離に関する接合資料（第33図～第35図）

接合資料１（第33図）

細石核の素材となり得る剥片３点（289～291）に模形{i器が接合する。黒耀石ｈを７i材としているため、

含まれる大粒の爽雑物によってｲ〈現lilIな剥離の仕方を示している。剥離の順番は、比較的大形の剥片（290、

`ノノ



291）を分割した後、剥片（289,310の素材など）が得られたものと考えられる。

接合資料２（第34図上）

細石核（283）と打irIi作出剥片（297）の接合である。この接合状態からすると、細石核の素材となった剥

片はｲ１１当編の広いものであったことがわかり、素材となった剥片の右側縁部を調雛力Ⅱ工により打ち剥がしな

がら打而を作出し、概形の細石核原形を準備し、史にこの石核原形の一端においてjWl1石刃の剥離作業が行わ

れる、というように細石刃剥離に脱げる一連の作業進行が理解できうるiaf料である。

接合資料３（第34図下）

細ｲi核（284）の一端に２点の細石刃（４，５）が接合する。細石核は稜調整若しくは石核調擢が:i'ｻﾞ面にま

で及び､283の細石核とは異なった打核の準備を経ているが､素材のⅢい方は本石器群における他の細石核と

共通する。

接合する細石刃は、いずれも背而に打面転移以前の細石刃剥離作業の痕跡を残しており、その接合状態は

打而転移直後の細石刃剥離作業のあり力を示している。

また、細石核の剥離作業の移動は耐平・梗形の細石核の両端から['１央へ向かっており、細石刃の剥離作業

時における細石核の`'１央方向への移肋は頻繁な打ini調薙と連動していたことをも示している。

接合資料４（第35図上）

紐1打核（285）のjMIl澗刃剥蔭作業iniilI央に頭部を火１１|した細石刃（181）が接合する。細石刃は尾部が肥厚

し、細ｲｶﾞ核の底部を取り去っている。この細石刃の剥醗によって細ｲｶﾞ核は奥行きや作業面の長さが大きく減

少し、jM11石核として)Ⅱいることが出来なくなった結果、残核として廃棄されたものと考えられる。

接合ifr料２～４において､その素材の川い方などから283～286をlril-形態の細ｲｶ核として考えるとすれば、

次のような段階差が棋式的に理解できる。

細石核の素材のilIi傭→細石核原形の準備と石核原形の端部からの細石刃のjI('１離［接合溢料２］

（－，打面転移・細石核端部からの細石刃の剥離［接合資料３]）

→細淌刃剥離の作業iiliIlj央への移動・廃棄［接合資料４］

接合資料５（第351Z1IlI）

作業iiii再生剥片（296）と打而両生剥片（293）の接合である。この資料から、細石刃の剥離作業に90度方

向の打而転移が行われていたことがHl1解できる。

このように、本石器群の細石刃の剥離作業における細石核の打iiiのあり方には、jii設打面、180度ﾌﾟj向の打

面転移を行った両設打而、９０度方向の打面転移を行ったもの、とバラエティーに?;{む。

接合資料６（第35図下）

２点の細石刃（29,238）の接合である。接合状態の２点の細石刃の腿面（主要剥離面）の貝殻状裂痕（リ

ング)の状況から、２９が剥離された後、238が剥離されるまでに細石核の打面に調雛が頻繁に行わ処石核の

高さ（作業面長）が減少したことが醜える資料である。

４５ 
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細石刃計測表

`J， 

爵号 適物N、 所ＩＪＩ Ｙｉ材 完形l丘 災さ 幅 Ivさ f1ｔ 欠}１１力|<Ｉ 剥離痕の位ｌＨと状態 伽：リ

】〕９－８５ 1ｂ 111蝦石ａ
αニゲ

アコ 形 2.0 0.9 0.17 ０．３１ ｲi表②／左拠CD②

７】 FＳ－１ 外 ｌｌｌ耀石ｂ 完形 ｳワ 0.6 ０． ６ 0． （i型③／③／③

３ －９０ lｃ ＪＭﾋﾟｲﾆjI〕
』L△少

形フ■ 1.9 ０．６ 0． ２ 0.20 

451 I)９－７ 1ｂ Ａｌｌ鯉ｲiａ 頭部残 0.7 0.7 ０． 【Ｉ ０．１０ 右裂①

４１） 9－ lｂ {殿fia 頭部欠lⅡ 2.0 0.7 ０． 〔Ｉ ？】、凸０ 

５ ID９－２７ 1ｂ ｛耀石ｂ 完形 2.3 0.6 ０ .’ ０． 

６ I〕８－１１ 11） {峨石ｂ 形
虫タジ

フ℃ 2.2 0.5 ０．１３ ０ ９】■ ０ 接合３．１G部肥厚

ニー 129-138 1ｂ 」１１耀石ａ 完形 2.3 0.9 0.19 0.30 左炎①①／右拠① 接合３｡1.部:巳厚

８ 9－３６ 1ｂ ！１１耀而ｅ 完形 Ｌ５ 0.6 ０．１２ ０．１２ 右表①

９ 9－２６ 1ｂ l1Mlllｲiａ 完形 １．８ 0.4 ０．０８ 0．０６ 右災②被熱

】０ I§8-105 ｌｃ 耀石ｂ 形
ｊ巴シ

うじ １．５ 0.6 ０．１０ 0.14 

11 l)８－１１６ 1ｂ I1il石ｂ 完形 1.5 ０５ 0．１３ 0．０９ 

1２ I:９－２８ 1ｂ {蛾石a 形
と■′

ﾌﾟロ 1.6 ０．１ 0.09 0．０８ 左裂②

1３ ８－５７ lｃ (耀石ｃ 充形 1.3 ０．５ 0.0s ０．１１ 右表①/むり〔②/左ｿ1②①

ＩＪＩ ９－９ 1ｂ 111色頁岩 完形 1.2 0.6 0.11 0.08 

1５ 8-235 lｃ 」Ｍ出石ｂ 完形 1.1 0６ 0.】２ ０．０７ 左⑤

1６ l)９－１ 】ｂ JM蝦Iib 完形 1．１ 0.3 ０．０９ 0． 

1７ Ｅ９－４３ 11） ﾉ１１鯉荷ｂ 完形 1.0 0.4 0.10 ０．０８ 

1８ 8-202 ＩＣ 川耀ｲｶﾞｂ 完形 0.8 0.4 0.08 0.02 

９－７ 1ｂ 川蛾石ａ 完形 ０．９ ０．５ 0.03 0．０８ 

9－７３ 1ｂ ！!(鰹而ｂ 完形 1.1 0.8 ０．１９ ０．１４ 

2１ I〕９－２６９ 1３ J１ｌ１ＭＷＪａ 完形 1．１ 0.0 0．１１ 0．０６ ｲi裏②④

2２ lＥ９－１９ 】ｂ 11{蝦行ａ 完形 ０．９ 0.5 0.06 0．０３ 

8-123 小 ､(鰹而ｂ 完形 0.9 ０．８ ０．１２ ０．０９ 

2`Ｉ ９－９６ 1ｂ 1M鯉JJa 完形 0.7 0.7 ０．０１ 0.02 

２５【I 1８－２７ ２ ｝ＤＩＩ鰹石。 頭部強 Ｌ３ 0.7 0．２７ ０．１７ 表 積付

ｂ ←① ２ 1１８－６４ ？》 ｊｊｌ鯉石。 中1111部戒 Ｌ７ 0.5 ０．２７ ０．１８ 表／変 技付

2６ 7－２４ IＣ ！M鯉ｲiａ 尾部久lⅢ ２．４ 0.7 0．１３ 0．３１ 炎 ｲi裏③

2７ 7－３ lｃ }.({鰹石。 尾部欠１１１ ２．１ ０．６ 0.11 0.23 邸』 右典③
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猯Ｉ） 遺物Nｑ 所風 石材 光形唆 ｌｆさ 幅 厚さ 欠}Ⅱ方向 剥艦痕の位殴と状態 備杉

2８ Ｅ９－５５ 1ｂ 111級７１ａ 1.部欠}1１ 1.6 0.9 ０．１３ ０．１５ 砿１１１

2９ I〕９－３７０ 1ａ 典Ｉ鯉Ti(】 1.部欠1M 2.5 0.9 ０－２２ 059 ﾊ； 左⑤ 接合６

3(） 1１８－１７ ？》 11鰹Ｉ (’ 112部欠111 2.5 0.8 0．１１ 0．３０ ｿ〔 左⑤

3１ 1９－７ ２ ｝11鯉(iI） 1G部欠ltl 2.4 0.6 ０．１４ ０.】８ lⅢ 右奥①

3２ Ｅ7－１０ lｃ ！Ａｌ殿（il） １.部欠M１ 2.0 0.5 ０．０９ 0.】６ 災

3３ Ｅ８－２４８ lｃ 1lljMH 。 １６部欠1Ｍ 1.8 0.7 ０．１６ ０ ？】● ０ 災 右⑤／左表③

3１ 雌９－６０ 1ｂ １Ｍ獅 Ｃ １.部欠''1 1.7 ０．６ ０．１６ ０ ？】■ ０ 災

3５ Ｃ９－１８ 1３ JMlilイ 。 I`部欠１１１ １．．１ ０．６ ０」３ O」8 典 左表①

3６ Ｅ8-225 ｌｃ 111蝦『 。 1.部欠|【Ｉ Ｌ６ 0.7 0.18 0． 災

3７ 128-112 IＣ 狐鰹１，１） 1.部欠lｌｌ 1.6 0.6 0.10 0．０９ 災

3８ Ｅ８－２２４ lｃ 珪F１ 16部欠lｌｌ Ｌ９ 0.5 0.11 0．１４ 災

3９ 1８－１７ ２ 』11澱石ａ 1.部欠l(’ 1.9 0.5 ０．１１ 』０１ ■ ０ 典 右裏②

1０ Ｅ９－１４０ 1ｂ 」l{蝦イ ５０ １.部欠１１１ 1,5 0.5 ｑＯ９ 0.07 ｲ「 左央②④／右⑤ 被然

4１ -51ａ 1ｂ ！Ａｌ殿I ａ １６部火ｌｌｌ 1.6 0.4 ０．１０ ０．０７ ｲﾌﾞ 右⑤

？】Ｉ 、９－２６２ 1ｂ !{蝦イ (Ｉ 1G部久''１ 1.』 0.5 0.09 0.08 ｲ『 右⑤

１３ －？ ｌｃ 狐殿ｲｶﾞａ 1G部欠1１１ 1.6 0.8 ０.】３ 0 変

１．１ Ｅ８－２４１ ｌｃ 価rＷＩ lE部欠111 1.7 O』 Ｏ」２ 0.09 ｊ ， － 不

`1５ Ｄ９－２２２ 1ａ Ｈ１殿{i(１ 1.部久l【Ｉ 1.5 ０．６ 0.06 0.10 災 左表①④

』1６ Ｄ8－７７ lｂ J叫澱イ }） )`部欠}【Ｉ 1.3 0.7 0.18 0.19 炎 右HjH①①

1７ Ｅ９－３７ ]I〕 』Ｍ脚 Ｃ １１.部欠j【Ｉ 1.3 0.8 0．１５ ０．１１ 不iｿ] 右奥①

1８ 、9-385 1ａ J01l耀万(】 lE部欠l【Ｉ 1.4 0.5 0.14 ０．０９ 炎 左表①

､1９ 9－ 1ｂ ！ＡＩ蝦｛il） 腿部欠|Ⅱ 1.5 0.6 ０．１７ 0.1】 災 右裏③

０ （。 】18-36 ２ 1.11殿７ Ｃ I`部欠Ｉ【Ｉ 1.4 0.6 0.14 0.10 砿|Ⅱ

5１ 128-231 ｌｃ ！Ａｌ殿（ ｅ １.部欠|(】 1.2 0.5 0.18 0.10 災 右裏①

２ －① Ｅ９－１１９ 1ｂ 澱７ ａ 1K部欠111 1．２ 0.4 0．１１ ０．０８ 左 左裏③

5３ Ｅ８－ｌ６７ lｃ lljMhII I） IC部欠１１１ 1.3 0.5 0．１３ 0.08 災 右⑤

５１ Ｅ９－６１ 1ｂ １Ｍ駅 l〕 １.部欠111 1.4 0.5 0.13 ０．０９ 災

の、 Ｅ8-139 1ｂ ！１１蝦Ｉ ａ １G部欠111 1.2 ０．５ 0.14 ０．０９ 砿}１１ 右裏①②

６ ｛、 －５５ lｃ A1{殿石ｂ 尾部火}【Ｉ ０．９ ０．５ ０．０８ ０．０１ 災 左奥②④
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満1Ｊ jjii物Nｄ 所》J1 石イイ 兜形度 艮さ 鯛 厚さ fit 久ⅡI力向 剥離痕の位慨と状態 傭ｴリ

5７ I§８－２０８ IＣ １Ｍ鍬ｉｎ ｝６部火１１１ 0.7 0.3 ０．０５ 0．０２ 炎

5s I)9－ 1ｂ 』11蛾Iib ＩＣ部欠１１１ 0.8 0.4 ０．０７ 0 砿１１１

5９ －７３ lｂ JlMdli ｂ 1.部欠l【Ｉ 1.4 0.5 0．１１ ０．０７ 災 左襲②

6０ 1１８－２２ ２ 』ＭＷ l〕 l`部欠lⅡ 1.5 ０．４ 0.10 ０．０８ 砿lⅡ 右襲②

6１ II8-I28 ２ !ＭＷＪｃ l`部欠111 1.3 0.6 Ｏ」２ Ｏ」１ 災

？） ０ 198-113 IＣ ､(鵬ｲｺﾞ〔０ １.部欠Ｉ1１ 1２ ０．６ O」３ 0.08 災 右⑤／左⑤

6３ 、8-166 lｃ ﾉOＭＷｎＨｌ lii部欠jⅡ 1.7 0.7 ０．１３ ０．１６ 災 右製③／左典③

6１ I§９－１２７ 1ｂ ﾉＭ(Ｗｉ(Ｉ ｌｄ部欠１１１ 1.4 ０．６ ０． ０．１０ 炎 左災①①

6５ Ｅ８－２４２ ｌｃ JＭＷ Ｃ ＩＣ部欠'1１ 1.4 ０．６ 0.08 ０．０７ }（ 右襲③

6６ I)9-125 Iａ J1｛螺（ 〔】 l`部欠111 1.5 ０．５ 0．１１ ０． 左 左奥①

6７ Ｅ９－９１ 1ｂ 狐耀『 ａ ｌＥ部欠j{Ｉ 1.3 ０．５ 0．０９ ０．０７ 炎 左⑤

6８ Ｈ９－３９ 1ｂ 狐継石ｂ 1.部欠１１１ 1.4 0.5 0.13 0.15 炎

6９ 9－１５ 1ｂ )11縦石;’ 1.部欠１１Ｉ 1.2 ０．７ 0．１３ ０．１３ 炎 右表③

7０ Ｅ７－６ IＣ 狐耀イ ａ 雌部欠M１ 1.4 0.5 ０．０９ 0.01 砿|Ⅱ 左⑤／右⑤

7１ 128-197 1ｂ ！.11鰹７ ａ 1値部欠111 1.3 0.5 0.09 0.09 災 右典①

7２ I〕9-383 1ａ 典1鰹イ (］ 1.部欠l(’ 1.-1 0.1 0.09 0.06 災 左⑤／右⑤

7３ Ｅ８－１０３ 1ｃ 1,11蝿Yie lf部欠l【Ｉ 1.5 ０．８ 0．１７ 0.16 砿lⅡ

7.1 、9-166 1ｂ ＡｌｌＷＷｉ『】 ＩＣ部欠jｌＩ 1.2 0.5 ０．１０ ０．０８ ｿ〔 左⑤

7５ 1１８－６ ２ 側｛鯉1 ｂ １.部欠１１１ 1.0 ０．４ 0.05 0.01 ｿ〔 右⑤

7６ I)8－３９ 1ｂ ＡＩ服｛ I） l`部欠１１１ 1.0 ０．５ 0.12 0.07 砿１１１ 左⑤

7７ 118-9 ２ ！Ｍ町 ａ I&部欠１１１ 1.2 ０．５ ０．０７ 0．０１ 砿ⅡＩ

7s Ｃ９－．１０ lａ 無蝦７ (Ｉ 尼部欠111 1.0 0.6 0．１１ 0．０７ 拠 右衆①①

7９ 9－５７ lｂ ﾉ]ＭＩＨイ ａ 尼部欠l【１ 1.2 ０．５ O」0 0．０７ 災

8０ I〕９－１０７ 1ｂ AII蝦Jia 尼部欠捌 1.2 0.4 ０．１４ Ｐ、０ ● ０ 砿}1１ 右襲①② 稜

8１ Ｅ８－１０４ lｃ 珪問rＷｌ )`部欠}Ⅱ 1.0 0.4 0.10 ０．０１ 炎

8２ －２１０ IＣ ＡＩ(幟ｨil） ｌｉｄ部欠１１１ 1.2 0.4 ０．０９ ０．００ ｿビ 左表①④

8３ 脳９－１２２ 1ｂ 1Ｍ脚 I） 1G部欠１１１ 1.3 0.4 0.07 ０．０５ 砿1１１

8１ Ｅ９－１２ 1ｂ ！11蝦７ ａ 厄部欠lⅡ 1.3 0.7 0.10 0．１１ 災

一①８ 、９－１６１ 1ｂ 』11畷JJC 112部欠111 1.2 0.4 ０．１２ ０．０５ 炎
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葡号 適物Nｄ 所腕 石材 先形度 ｣そさ 幅 川Iさ 〕I（ 欠捌方向 刺腫拠の位湿と状態 備哲

8６ 7－１ ＩＣ Ａｌｌ耀石ａ lu部欠}1１ Ｌ２ ０．５ ■ひｌ ■ ０ ０．０９ 炎

8７ 1１８－１２ ２ 蝦Jid )`部欠１１１ 1.0 0.5 0．０８ ０．０３ 炎 左拠②①

8８ I)９－８１ 11） 耀石ａ １１[1部火{Ⅱ 10 0.6 0.07 0.01 砿ｊＭ

6９ IE8-172 1ｂ 烈耀石ａ 雌部欠|Ⅱ 1．１ O」 0．０１ 0．０１ 破摘 ｲi⑤ 

9０ Ｅ８－３９ Iｂ 黒耀石1） lii部欠111 ＬＯ 0.6 ０．１３ 0.03 表

9１ I:８－６９ 11） 鯉耀石ａ ki部欠Ⅱ！ 1.4 0.5 0．１１ 0．０７ 災 左ｿ〔②

9２ 1１８－８２ リ】 狐耀石ｂ １１G部火111 Ｌ３ ０７ 0.19 0.15 ２と

9３ 、９－】5６ 1ｂ 鯉耀石ａ 尼部欠111 1.1 ０．６ 0.11 0.07 砿１，

9４ Ｅ９－９Ｉ lｂ 黒鰹Jib )`部欠111 0.9 0.5 ０．１１ 0.03 破捌 右典③

9５ 1９－２ ２ 蝿耀石[’ lii部欠１１１ 1.0 0.5 0.09 0.01 表 左⑤

9６ '1８－７．１ ２ 蝶耀石ｂ 尼部欠Ｉ11 1.0 0.4 0.09 0.01 砿l{Ｉ

9７ 1１８－８５ ２ 蝶蝶石(］ 尾部火１１１ ０．７ 0.4 0．０７ 0．０１ 破捌

9８ Ｅ７－４２ ＩＣ 無耀石ａ l`部欠iⅡ 1.0 0.5 ０．１１ 0.01 破捌 右⑤

9９ 9－２９ 1ｂ 黒蝦石ｃ 112部欠１１１ 1.1 0.6 OJ2 0.07 砿lil

100 Ｅ８－２４５ ｌｃ ！0M耀石ａ 足部欠111 0.7 0.5 0.1`Ｉ 0.07 型

1０１ Ｄ８－１３８ 11〕 黒耀石ａ l`部欠jⅡ 1.0 ０．６ ｑｌ７ 0．０９ 破綱

102 '1８－１０ ２ ！!(耀石ｃ lE部欠lⅡ ０．７ 0.1 ０．１１ 0． 不明

103 １８－３１ ２ 奥耀JTb １G部欠１１１ ０．７ 0.5 ０．１１ 0．０３ 破捌

104 Ｅ７－５６ lｃ 鯉耀石(’ 下３１&部欠 １．５ 0.7 0．１１ 0.18 典 １i災①

105 Ｃ９－ｌ.Ｉ 1ａ 肌耀石ｅ 下ＪＩｔ部欠 1.4 0.8 ０．１７ ０．２１ 裏 左⑤／右ﾘﾋﾞ③

106 Ｄ8-1.11 Ⅱ） 黒耀石ａ 下半部欠 １．３ ０．８ 0.13 ０．２１ 破蝋

107 Ｃ９－２６ 】ａ 無耀石【 ．「半部欠 10 ０．７ ０．２３ 0．１６ 炎 右災①

108 Ｄ８－１`１０ 11） 叫耀打。 下半部欠 1.0 0.5 0.13 0.09 典 左典①②①

109 1１９－１７ ２ 無耀石ａ 下半部欠 1.1 0.7 0.12 0.10 表 ｲ『炎①

１１０ 腿８－】3６ 1ｂ 典Ｉ蛭石ａ 下小部久 １．］ 0.5 0.10 ０．０６ 磧掛 左爽①／ｲ了爽①／右裏①

111 Ｃ８－１ 1ａ 黒耀石ａ 下半部欠 1．１ ０．６ 0．０９ 0.07 Ｊと

112 Ｅ９－９８ 1ｂ 鯉耀石ａ 下半部欠 1.0 ０．６ 0.11 0.11 典 ｲiﾘﾋ③ 

113 Ｅ８－９１ lｃ 耀石ｃ 下半部欠 1.0 0.5 0．１１ 0．０７ 災 /j1ﾘ〔②①

114 Ｅ８－１０６ IＣ 無殿石ｃ .｢半部欠 1.0 0.3 0.】０ ０．０３ 典
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帝号 jjll物Na 所bｉ ｲｉ材 先形111 ﾉｾさ 幅 〃〔さ ﾊﾋ 欠}【lﾌﾞﾉ111 剥離痕の位Iii(と状態 傭：ｻﾞ

115 －２４３ ｌｃ 雌Tic 下半部欠 1.0 0.6 0.09 0．０１ 右

l11i ？』４ ８ ℃Ｏａ Ｉ 1ｂ 11鯉Jid 下半部欠 1.1 ０．５ 0.1.1 0．０８ 表

117 Ⅱ8－２０ ？》 蝦石ａ 下半部欠 0.9 ０．５ ０．０８ ０．０４ 表

Iｌ８ l)９－５８ 11） 11石ａ 下半部欠 ＬＯ 0.6 ０．１０ 0.06 我

119 1１８－３１ ２ 鯉7Tｂ 下半綿欠 0.8 0.5 ０．０９ ０．０１ 砿

０ ？】１ ？】？】（ｌ Ｅ IＣ 」11鰹7 Ｉ 下半iYil欠 ０．８ 0.4 ０．１５ 0.02 表

1２１ 1２７－３１ lｃ )叩脚iｃ 下半部欠 0.9 0.4 0.09 ００２ 左 ｲi炎②

， lＺ８－９９ ｌｃ '11耀TTa 下半部欠 0.s 0.3 0.03 0.03 裏

123 －１ 1ｂ ﾉ１１蝿石ａ 下半部欠 0.9 ０J ０．０９ ０．０４ 災 左⑤

124 I〕９－１１１ 1ａ J0MlW汀 下半部欠 1.1 0.4 O」0 ０．０６ 表

～ 

[》 －２６５ ＩＣ JMif石ａ 下半部欠 0.9 ０．６ ０． 0．０９ 砿H１ 災②

126 I)９－２ 1ｂ ！11雌ｲiｂ 下半部欠 1.0 ０．３ ０．０９ ？】０ ０ 裏

127 】1８－２３８ lｃ ﾉ１Ｍﾋﾞ打c 下半部欠 0０ ０．６ ０」０ 0．０６ 砿H１

８ [)８－９０ 1ｂ 11ＷⅡ石。 下半部欠 ０．８ 0.5 0． ０．０６ 奥

９ ９》！ 1１８－６９ ２ !11耀石｡ 下半部欠 0.6 0.-1 ０．１１ ０．０６ 表 左表②

130 I)９－３７５ )ＭＨ石a 下半部欠 0.8 0.6 0.11 0．０７ 表 ｲi表①④

1３１ I〕９－１５２ 1ａ ＡＩ雌（rｅ 下半部欠 ().７ 0..1 0.05 0.03 裏 被然

132 1１８－４３ ２ )１１蝦石f 下半部欠 0.7 0.5 0.11 0．０５ 表 左斐①／右'〔③

133 l)９－１２０ １Ｍlmf 下半部欠 1.2 0.8 0．２０ 0.18 典 左表③

1３１ I)９－１５１ Iａ ﾉﾊ拙石f 煎部残 ０．４ 0.7 0.12 0０３ 裏

135 1１８－９２ リ］ ﾉ.ＭＩＩ石ｅ 頭部残 0..1 ０．７ ０．０s O今0３ 表

136 1１８－５ ２ )11腿Tia 頭部残 ０．５ 0.5 0．０６ 0.03 裏

137 Ⅱ９－１５ ２ !Ⅱ雌石ａ 頭部残 0.6 ０．６ 0．１１ 0.01 右

13s 8－９１ ＩＣ J､11蝦石ｃ 頭部残 0.5 ０．６ 0.06 0．０１ 砿#【Ｉ

139 I)9－２６ 1ｂ ！ｌＷｍａ 頭部残 ０．．１ 0..1 ＵＯ７ 0.01 我

ＭＯ 8－８６ IＣ ｌＭＷＴａ ｊＪｍ部股 ０．．１ ０．５ ０．１:Ｉ 0．０１ 表

111 １８－１８ ？】 )ＭＨ石a 頭部残 ０．６ 0.4 0.11 Ｏ」５ 不明

142 １８－１５ ２ ｜ＡＩ耀石ａ 頭部残 0.4 O』 0．０３ 0． 典

113 I〕8-167 IＣ 1.Ｍ{M石。 頭部残 0.5 0』 0.10 0．０１ 表



､１ 
志

[Ｉ１ 
ＩＴ 

Ｉ－Ｔ７Ｔｌ 
ｍｌ 

n丁:zＴｌ

，0.8 

１．８ 

に一ｍ「
１
１
 

■
 

叩一応’

＝ ルーⅢ’に
一
価
「

Ｌ8１ 

２．３１ 

|÷ 

5,ノ

冊B｝ 適物Nb【 所｣IJI 石材 光形庇 長さ 幅 厚さ A（ 欠}Ⅱ方向 剥艦痕の位抵と状態 備景ザ

1４１ Ｅ８－３２ lｃ ！0Ｍ脚iａ ljri部残 ０．７ 0.4 0．１１ 0.02 災 左表①

1.15 I)９－１３ lｂ J1{殿イ I》 ijrI部残 ０．５ 0.5 ０．０９ 0.02 炎

1.16 Ｅ８－６０ lｃ ﾉ,!}殿（ ａ 馴部残 ｑ７ 0.8 ０．０１ ０．０３ ｲ『 左淡①

１１７ Iz8-111 lｃ ｛鰹Ｉ ａ 煎部残 0.7 0.7 0.07 0.01 災

１１８ １９－３３ ？】 ！』(蛾IiC jjii部残 0.5 ｑ６ 0．１１ ０．０１ lＨ 

Ｍ９ 1１９－１２ ２ 111雌ｲ『｡ iii部残 ０．７ 0８ 0.12 ０．０８ lj〔 左表①／右典①

150 118-101 ２ ﾉ11脳ｲiｄ ij｢I部残 ０．６ 0.8 ０１２ 0,00 災 被熱

1５１ Ｅ８－】9ａ 1ｂ J1(蝦ｲi【Ｉ jjn部残 0.9 0.8 0.14 ０．１３ 砿１１１

？】。、 l)９－４３ 11〕 」l(雌 馴部残 0.7 0.7 ０．１０ ０．０５ 炎 右表①

３ 。、 I)８－１０ 】ｂ 耀石ａ 頭部残 ０．９ 0.8 O」.Ｉ 0.10 災

一⑪Ｉ Ｄ９－３７９ 】ａ 111蝦Ji〔】 酬部残 0.8 0.9 ０．０９ 0．０７ ﾘ〔

155 Ｈ９－３１ 1ｂ J､1Ｗ1打ｃ ｌｊｍ部残 0.8 0.8 ０．１３ 0.08 災

156 、９－２８９ 1ｂ 肌蝦ｲ｢【Ｉ ､(i部欠111 1.8 0.6 0.15 0.08 砿'1１ 肥厚

1５７ Ｅ８－ｌ６５ lｃ ！ＭｉＩ１ｉｃ ijn部欠捌 1.7 0.5 ０． ０．１３ 典 左⑤

８ －□ I)９－２２８ 1ａ ！』(鵬ｲi８ｌ 砿部欠ｌｌｌ 1５ 0.5 ０．１０ 0.10 災 左表①④／右⑤

９ ｌＤ Ｉ 脇８－１６９ 1ｂ ﾉ｣舷蹴iａ 薊部欠}１１ 1．１ 0.5 0．０７ 0.0s ｲ『

160 Ｅ８－１８５ 1ｂ !(殿ｨil） 馴部欠H１ 1.5 0.6 0.18 0.15 炎 左表①/右炎①②④/（iｿ〔②

1６１ 1８－３０ ２ １１蛾ｲ「。 iiri部欠１１１ 1.8 0.6 ０．２３ ０．３２ 砿lⅡ 左表①／尾部末端典① 稜付．被

162 Ｅ７－２０ lｃ 1Ｍ脚iI） ijri部欠ｉｌＩ 1.2 0.7 0.13 0.11 砿|【Ｉ 左⑤／右炎③

163 Ｅ８－１３３ 1ｂ JjL鯉ｲin １，部欠捌 0.9 ０．５ 0.10 0.05 炎 左⑤

1６１ Ｅ９－５ 1ａ １１(M1ｲiｎ ljm部欠#【Ｉ 1．１ 0.3 ０．０７ ０．０１ 炎

戸、６ 胚９－９７ 1ｂ ﾉ.I』蛾JilD 頭部欠{Ⅱ ０．８ ０．２ ０．０１ 0.01 不lﾘＩ

166 １８－１４ ？］ ﾉ.11MNｲ『a 馴部欠捌 ０．６ 0.1 0.01 ０．０１ 砿ｌｌｌ

167 8－６ 1ｂ ﾉ11腿ｲiｂ 頭部欠ｉＭ ２．７ 1．１ 0.19 0.7.1 １ １ １ 舷 肥〃

1６８ Ｃ９－１３ 1ａ ｌ１１蝦1i《I 菰部欠｜【Ｉ Ｌ8 0.9 ０．２９ ０．５８ 砿Ｉ【I 肥厚

169 Ｅ７－９ ＩＣ ！.ＭＭＨｉｃ jjIi部欠}Ⅱ ２．３ 0.4 』ひｌ ● ０ ０．０９ 左 尾部に稜

170 Ｄ９－１２１ 1tＩ ｣.11鯉ｲiｅ 馴部欠批 Ｌ９ ０．８ 0．１２ ０．３８ 災 肥Iリ

1７１ Ｅ９－１３５ 1ｂ ﾉo1Mlfｲin 頭部火{(’ 1.5 0.6 0.12 0.21 典 右:Ａ２②

172 1１８－３１ ２ ﾉ11殿ｲia 頭部欠柵 1.6 0.9 0.13 0.】８ 炎
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173 －２６ lｃ ﾉ11殿ｲﾌﾟｃ 頭部欠|Ⅱ 2.4 0.7 Ｏ」３ 0..13 災

1７１ ID９－２２３ Ｉ刊 111耀石ｃ 頭部火'1１ 1.2 ０．７ ０ ０． 碇1M 左表①①、②／ｲiｿ〔② Ti核調畿剥片･か

一、７ I)９－３７７ 1３ ﾉ.({腿石ｅ 頭部欠i(Ｉ 1.8 0.7 0.1.1 ０．２３ 襲 右爽①

６ 一Ｊ 199-5ｌｂ 11） [｛鯉石ａ 頭部欠lｌｌ 1.4 0J 0 0,07 炎

1７７ I〕8-10 lｂ Ｉ耀石a 頭部火|Ⅱ 1.7 ０．８ 0.1.1 ｌａ ９】凸０ 表 左災②① 肥厚

178 ］９－１ ２ 安'11場 頭部欠ⅡＩ 1.4 ０．７ 0.20 0．３１ 表 左爽①

179 I)９－１６１ 11） ﾉｌｌｊＭｌ石ａ 頭部欠lⅡ 1．５ ０．６ ０．１１ 0.07 炎 左裏③

180 '1８－－７０ 1ｂ 出石ａ 頭部久lⅡ 1.`Ｉ 0.4 ＰＯ Ｉ ■ ０ ０． 奥

1８１ I)９－３１７ lｂ Ⅱ耀石c 頭部欠}1１ 1.s ０．９ 0.11 0 裏 接合Ｉ、肥吟！

182 －１０７ IＣ 蝦Tib 頭部欠H１ 1．１ ０．６ ０．１０ ０．０９ 裏

183 I)９－２３４ 1ａ 鯉{iｄ 上半部欠 1.4 0.8 ０．２１ 0．２４ 表

ＩＳＩ Ｉ９－Ｉ６ ？》 ！.!(鯉石ｃ 上半部欠 】､２ 0.5 ０．１３ ０．０９ 砿111

185 lZ8-221 lｃ Ａｌｌ般石ａ 上半部欠 1.0 0.6 ■ひＩ ■ ０ ０．０９ 表

186 I)９－Ｍ Iｂ AMli石ａ 上半部欠 0.8 ０．５ ０．０９ ツ｝０ ● ０ 表 右表③

1８７ 128-95 IＣ ﾉ!(鰹ｲiｄ 上半部欠 ０．９ 0.5 0．１１ ０．０４ 炎

188 0－４２ 11） ＡｌｌＭ１石ｃ 上半部欠 0.9 0.3 ０．１０ ０．０４ 表

189 I)8-120 lｃ ﾉ!(蝦ｲiｂ 上半部欠 ０．９ 0.4 ０．０３ 0.03 表 右⑤

190 118-96 ２ 墜石ａ 上半部欠 1.0 0.4 0．０７ ０．０１ 典 右⑤

1９１ ])9-215 lａ Ⅱ{鰹Tie 上半部欠 1.0 0.5 ０．０９ ０．０５ 変

192 －８１ IＣ 111般石ａ 上半部欠 0.9 0.3 0.0s 0．０３ 表 左表③／右奥②

193 I)9-8s lｂ ど石ａ 上半部欠 ０．７ 0.4 ０．０５ ２ ⑪ ０ 表

191 ]1８－３７ ２ ､(峨石ａ 上半部欠 0.7 ０．３ ０．０８ ０．０２ 右

195 [§８－３８ lｂ ｌｌｌ般石ａ 上半部欠 ０．６ ０．３ ０．０３ ０．０１ 破柵

196 Ｏ】８ ８ ，０■ Ｉ 1ｃ ﾉ11鰹Ｉｉａ 尾部残 0.7 ０．７ ０． ０．０６ 砿111

197 －１４１ ｌｃ 11腿Tia 尾部残 0.8 ０．６ ０．Ｍ ０．０６ 表

193 8-226 ｌｃ (腿イ 。 尾部班 ０．６ 0.5 0.10 リマ０ ● ０ 砿l【Ｉ

199 9－８９ 1ｂ (雌石ａ 尾部残 0.s 0.7 0.19 0.11 表 肥〃

０ ０ ９】 I〕９－３８４ 1Ｍ脚jａ 尾部残 1．１ 0.s ０．２１ ０． 炎 左炎① 肥厚

201 I)９－３０２ 11） /､ＭＨ石ａ 尾部残 0.9 0.8 ０．０３ ０．０５ 砿111
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稀牙 適物ｌＩｂＬ 所屈 村●□■□ １ 完形皮 災さ 幅 厚さ ;,（ 欠111力Ｉｈｊ 剥離痕の位Ijl(と状態 備云け

202 I〕９－２９８ 1ｂ 圏石ａ 尾部残 1.0 0.8 0.07 0.08 裏

203 I〕９－３２８ 】ｂ ﾉl(蝦石ａ 尾部残 0.9 0.s 0.21 ０．２６ 裏

Ｉ －I9b 11） 綴Ｉ ａ 尾部残 ０．７ ０．５ ０．１１ 0.04 砿i【］

』⑪〈Ｕ①巴 I)９－４９ １１） ！｣川般イ ａ 尾部残 0.7 ０．４ 0.06 0．０３ 表 左⑤／石我①

６ ０ ワ］ I)８－７４ 11） ！11蝦Ｉｉｄ 腿部残 0.8 ０．４ 0.10 ０． 表

I)8-172 lｃ 肌蝦石(Ｉ 尾部残 ０．８ ０.昂 0.09 0．０２ 表

208 】)9－９０ 1ｂ 』11腿石を’ 尾部磯 ０．７ 0.5 Oｊ５ 0,03 梨

209 8－２ 1ｂ 鰹石ａ 尾部残 0.7 ０．１ 0.】０ ０． 表 ｲi}j〔③

２１０ －１８ lｃ J11鰹石。 尾部残 0.6 ０．１ 0.07 ０． 表

1２９－６７ 11） ｝Ｍ１石ａ 尾部残 0.5 0.3 0.0【Ｉ 0.01 表

２ １ ？｝ 9－ 1ｂ 」,!(暇石I〕 尾部残 0.6 0.7 (1.16 一Ｊ０ ● ０ 表

213 I)９－３０１ 】l） 」lMil石ｃ 尾部強 ０．７ ０．４ 0.10 0.05 破捌

４ [)９－２９２ １１〕 Jl1澱石ａ 尾部残 ０．８ 0.5 0.11 0．０３ 我

215 9－１６ 1ｂ J1(耀石ｂ 尾部残 ０．４ 0.7 0．０１ 0．０２ 右

216 ｝ｏ 【Ｉ９ ４５グー 】ｂ ｝肌蝦ｲ7． l1nl1I1部残 0.7 0.4 0．０９ ０．０１ 表／災

217 I〕8-118 11） Ⅲ縦石ｂ 中ⅡＩＩ部難 ０．８ ０．４ 0.07 0.02 破捌／砿}Ⅱ

218 Ｅ８－２６１ lｃ ﾉⅡ蝋石ａ ulj1Hl部残 0.6 0.5 0.09 ０．０４ 破批／ﾘﾋﾞ

２１９ 1１８－８ ２ !ⅡＭ１石ａ ｌｌｊｌＩｌｌ部残 ０．５ 0.5 0．０１ 0． 表／表

２２０ I)３－４ 】ｂ 服ｲｱａ 中'III部戒 ０．４ 0.3 0.01 ０．０１ 表／ソ（ 右襲③

ワ I)９－１５７ 11） lMli石ｂ qi】'ＩＩＩ部残 ０．８ ０．４ 0.08 0.03 砿111／砿１１１

ワゾウ ８－３ lｂ lＨＴｃ ０１１間部残 ０．５ 0.3 』、０ ● ０ 0.01 裏／不lyl

， I)９－１２２ 】ａ 川鰕ｲid D1j11ll部残 ０．６ ０．－１ 0.06 0.02 不lｿl／不lﾘ}

221 lｌ８－ＩＩ Ｏ】 All耀石ａ 中'ＩＩＩ部残 ｑ３ 0.5 0.09 0．０１ 炎／ﾘ１

225 I)９－３２２ 11） ｝11継石ａ uIjIHI部残 ０．８ ０．７ 0．０１ ０．０２ 典／災

226 I§８－１６３ ＩＣ ﾉA1峨石ａ 中'ＩＩＩ部残 0.9 0.4 0.19 0.07 裏／典

227 Ｃ９－４８ 1ａ ！.ＭＩＥ石． JIjlM1部強 0.7 0.6 ０．１１ 0.05 表／型

22s 9－８１ 1ｂ ﾉ｡11暇石ａ DiJHll部残 ＬＯ 0.6 ０．１８ ０．１１ 我／左 尾部付近肥厚

229 I)９－６９ 1ｂ ）011耀石ｅ 中ＩＭＩ部残 ０．９ 0.7 0.13 ０．１１ 表／砿{Ⅱ 被熱

230 l)９－２９ 11） H(耀石ａ 中１１１１部残 1.0 0.7 0.25 0．１４ 砿1KI／砿111 左表②
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番号 遺物Nｕ 所属 石材 完形度 長さ 幅 lツさ 欠描力Ifリ 剥離痕の位置と状態 備考

231 1１８－４ ２ J,11澱ｲｶﾞａ 【'111M部残 0.8 0７ 0．１１ 0.06 表／表

232 Ｄ９－３２４ 1ａ HiMｲiｆ 【IIIl1j部残 ２．３ 0.6 0．１４ 0.29 表／表

233 9-131 1ｂ 黙耀石ｃ 中間部残 ０．９ 0.8 0.16 Ｏ」６ 左／典 右表①

234 Ｄ９－１４６ 1ｂ ｣.!(輝石ｆ 【IJ1H1部残 0.7 0.9 0 ０．１７ 表／表

235 Ｄ9－３２ 1ｂ 無耀石ｃ 中間部残 1.0 1.0 0．１４ 0.12 表／製 右⑤

236 Ｃ９－２４ 1ａ 無耀石ｆ 中間部残 0.9 Ｕ９ 0.09 ０．０３ 裏／表

237 118-25 ２ 黒安山岩 IIJ問部残 0.7 1.0 ０．２０ O今1４ 表／表

238 Ｃ９－４１ 1３ H1耀石。 I1jlHI部残 ２．０ 0.8 0.27 049 炎／表 右表①④ 接合６

239 、8－２９ 1ｂ 黒耀石。 中間部残 1.5 0.7 ０．１６ 0.19 表／表 左⑤

240 Ｄ8－１６ lｂ 典耀石ｅ LIjIlI1部残 Ｌ５ ０．７ 0.07 0.10 表／製

241 Ｃ9－５０ 1ａ 無耀而ａ ｢ｉ１Ｈｌ部残 1.2 0.8 0.26 0．２６ 球穎／左 右表③

２１２ 、９－６８ 1ｂ !11耀石ｂ 【|】'ＩＩＩ部残 1.2 0.7 0．２１ O」９ 裏／表 右奥③

243 、9-372 1ｂ 熟耀石ａ 【iJlll1部残 1.5 0.9 0.Ｍ ０．１６ 砿}【l／右

２４４ Ｅ7－１７ lｃ 黒耀石ａ 中間部残 1.2 0.9 0.10 ０．１６ 表／表

245 118-35 ２ 黒耀石。 中間部残 1.4 0.5 0.14 0.10 変／型 左表①③④

２１６ Ｄ９－２５０ 1ａ 黒耀石ｃ 中間部残 1.4 0.5 0.07 ＰＯ へＵ● ０ 炎／表

247 Ｄ9-285 1ｂ 黒錘石。 中1M】部残 1.2 0.`Ｉ ０」.Ｉ 0.04 炎／変 右典③

248 Ｄ８－１０３ ｌＣ Al《耀石ａ L1R岡部残 1.0 ０．５ 0． ０．０８ 表／表

249 Ｅ８－１８３ lｂ 黙耀石ｅ 中間部残 1.1 0.6 ０．１２ ０．０７ 表／裏

250 Ｅ8－７８ 1ｂ 111耀石ａ lIj間部残 Ｌ５ 0.6 0.15 0.16 表／表 右裏①

一◎２ Ｄ9-159 1ｂ 鯉ｲｉｂ UiJlHj部残 1.5 0.7 0.12 0．２１ 破捌／砿1，

252 Ｅ９－７４ 1ｂ 蝶耀石ｂ LInHlI部残 1.5 ０．５ ０．０７ 0．１１ 表／表 右表①

３ －０ ２ Ｅ８－１０１ IＣ 黒耀石ｃ 中間部残 １．８ ０．５ 0.13 O」３ 表／表

４ －０ ２ Ｅ9-118 1ｂ 耀石ａ 中ＩＨＩ部残 １．８ 0.4 ０．１４ 0.10 表／表 左表③／右炎③

一Ｊ－， ２ 、８－４３ Iｂ 典耀石９ 中間部残 １．５ 0.5 010 0.09 炎／我

256 Ｃ９－３８ 1ａ 蝶耀石ｂ tl1間部残 １．５ 0.5 ０．０８ 0．０８ 表／破欄

257 Ｅ８－２１３ ｌＣ Hl1耀石l〕 中間部残 1.5 0.5 ０．０７ 0.07 破捌／左 右表①

258 １９－３５ ２ 黒輝石ｂ 中間部残 1.3 0.5 0.13 0．１１ 典／変

９ ｜、？】 Ｅ8-222 lｃ 耀石ａ 01】間部残 1.1 0.3 0.13 0.02 裏／破捌 右衆③
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荷号 iii物N］ 所腕 石材 充形度 長さ 榎 厚さ lnjIi 欠lll方向 刺曜疲の位Hfと状態 備考

260 Ｅ９－５１ １１〕 鰹Iia IIJ間部残 ＬＯ ０．１ ０．１７ ８ ０｜ ⑰ ０ ？(／災

習6１ 1１８－７６ ？】 !11蝦石a nIjlHl部残 ０．６ 0.5 ０．１０ 0．０１ ｲi／砿111

262 8-.15 11） 」11鰹石b ＤＩ１ＩＨｌ部残 1.0 0.5 ０．１３ ０．０６ y(／災 ｲｉｙ上②

263 8－２１５ IＣ 蝦ｲiｂ Iij問部残 1.0 0.6 O」I 0．０９ 砿'11／炎 左拠②

２ Ｅ８－－２６２ ＩＣ 11鰹ｲｉｆ ＩｌｊＨＨ部残 0.9 0.7 0.13 ０．０８ 炎／炎

』①６ ７】 1)８－－６１ １１） (｛耀石。 III1Ill部残 1.0 ０．５ 0．１１ 0.05 奥／奥

266 ８－８８ lｃ ﾉＭＥ石ａ 【'''III部残 0.8 0.5 0.10 ０．０６ 炎／表 左災②

267 1２７－５９ ＩＣ 耀石ｃ Ｉｌ１ｌＨｌ部残 1.0 0.4 0.09 ’０ ０ ● ０ 炎／炎

268 IＩ８－９１ ？】 11鰍１J。 IIJ間部残 ＬＯ 0３ 0.10 ｕＯ３ 我／砿i1１

269 Ⅱ８－７５ リ］ !(蝋石ａ KIJI1M部残 0６ 05 0.10 0．０１ 炎／炎

0 I)９－２０９ lａ !(鯉Jid uI1岡部残 0.6 ０．４ 0.06 0.01 炎／砿lⅡ

271 I)９－３ lｂ !(蝦{iａ IIJ間部残 ０．８ ０．８ 0.06 ０．０１ 右／炎

ワ一一Ｊ？』 Ｃ９－７ 151 11蝦{i(Ｉ ０１J間部残 ０．８ ０．３ 0.05 ０．０１ 典／炎

３ 【イワ】 '28--211 lｃ ｄ 石耀 DijIMl部残 ０．８ 0.-1 ０．１１ 0．０５ 砿lII／左

271 I)8－９７ ｌｃ 鰹石b OijIHl部残 ０．７ 0.4 ０．０８ 0.03 ﾘL／炎 ｲi⑤／左1K②

275 ９－Ｍ 1ｂ 11蝋石ａ 中間部残 1.1 0.4 0．１０ 0．０１ 炎／炎 左拠①⑤

６ 【Ｉ２ 8－６６ ＩＣ 11(M1荷ａ ＩＩＪ間部残 0.9 0.5 0．１１ 0．０７ ﾘﾋﾞ／炎 ｲrlj(③ 

277 I)９－１２ 11） 耀石ｃ ０１１１１１】部残 0.8 0.6 ０．１０ 0.06 我／炎 左⑤／ｲ『⑤

278 1２７－１６ IＣ 耀石ａ 01J'ＩＩＩ部戒 0.9 0.4 ０．０７ 0．０２ 炎／炎

９ 二Ｊ２ 6-1 外 耀石ｅ DijllM部残 0.7 O季４ ０．１０ 0．０３ 炎／炎

280 l)９－２３９ 11石ｅ IIJ間部残 ０．６ 0.5 ０．１６ 0．０３ 炎／炎

281 IＢ９－ｌＯ 11） ｌＭｌＭｉａ 【|】ｌｌｉｌ部残 ０．８ 0.3 ０．０６ 0．０１ 炎／表 /fｿ(③／ｲﾌﾞiﾉﾋﾞ③ 

？】８ ９』 1９－５ ？｝ ！!(蝦石a DIj間部残 ＬＯ 0３ 0.05 0．０１ 炎／砿}Ⅱ ｲiｿ』①

満号 iH物N〕 所Iji Ｙｉ材 及さ 幅 打面奥行 砿鼠 打画 打耐の状121 米材 備哲

283 I)９－１５０ 】ｂ ﾉ.11殿(jｅ ２．１ 1.0 1.6 3.7 設 複剥離 刺１１． 接合２

Ｉ ９－１００ 11） 鰹石ｂ ２．２ ２．３ 0.9／0.5 4.3 両設 複剥離／ｉｎ剥離 側) 接合３

285 Ｃ９－３５ 1ａ 111鯉ｲiｃ 1.6 1.9 0.8 2.3 蝋設 複剥離 剥片･力 接合.Ｉ



一
座
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ｵﾖ石核原形計測表

'三
細石核調整剥片類計測表

5９ 

碕卜） iii物Nｄ 所IJI 石材 ｊ４さ 幡 打而奥行 Iｎｆｌｔ 汀ｉｆＩｉ lJmiの状態 索ｷイ 傭きり

286 I)９－３７ 1ｂ ｊＭＮ{T(Ｉ １．５ 0.9 ＬＯ／0.4 1.0 iﾑﾘjl没 祖剥離／祖剥離 剥片

７ 118-15 ２ 拠安lIIMl ２．６ 1.4 2.1 ７ 口一○１ １１１役 j11剥離 両面調整咄j器力

１Ｊ ～ の●■■ロ加 述物Nａ 所bｉ 石材 ｊ４さ 幡 打而奥行 壯Ⅱ ’１二 打而の状態 素材 備哲

288 l)8－５１ 1ｂ ！】Ｍ脚丁、 1.7 1.9 ３．４ 11.5 米材剥片のZi2婆剥離面 剥片 側ijliおよび薊部調整加工

舟Ｉ） 適物Nｑ 所属 石材 １４ざ 桶 厚さ 1Kﾅ,Ｉ 傭；ザ

289 Ｈ7－１ lｃ Au蝦Jill 1.0 2.9 ３．２ ６．５ 接合１，細ｲi核lⅡ獺材力

200 、９－３５ 1３ 」ＭＨＩｉｈ ２．４ 3.0 ２．６ 17.9 接合１，畑（ 核ＩⅡ難材力

2９１ I〕９－６４ 1ａ 」Ａｌ殿ｲｶﾞｈ ､1.3 ４．７ 1.8 ３７．１ 接合Ｉ，綱(i核Ⅱl雛材力

292 【〕９－３２ 1ｂ ！.ＭＩＩｲiｃ 2.6 １．８ 1.0 ５．４ 打iniili生剥Ⅱ.，祖剥離打1iii

293 I)9-227 1ａ ｝`11縦ｲiｆ 1.7 1.7 ０．６ 1.7 接合５，IImiIlj生剥ﾊ．，複剥離打而，Ｉ調l末端に微細な剥離痕ｲjり

291 I〕8－３７ lｃ ﾉ,!(蛾ｲiK0 2.8 ２．２ 0.5 1.2 打ijljW |；判’ .，祖剥離打而，画側線部に微細な剥離疵ｲ『リ

一Ｊｑ〉リ『 Ｃ９－２ 1ａ ﾉ.ＭＷｉＩ ツリ ２．７ Ｌ２ 2.1 打面iIj生剥Ⅱ.，拠剥雄打而

６ ０ ７》 、９－３６９ 1ａ ！11蝦(ｉ（ 2.1 １．８ ０．５ 2.3 接合５，作戦inilIj生剥片，右側織部に加工を鷹しスクレイパーに転用

297 Ｃ９－ｌｌ 1ａ 』11暇ｲiｃ 1.1 ２．０ 0.6 1.2 接合２，打IiijⅡ;111剥片．

298 l)９－１１０ Iａ J)ＭｌＨｉｌ 2.7 1.5 0.9 3.0 使 １１痕を１iする剥片，右側縁部に微細な剥膿痕ｲiり

209 、9-109 lｂ 」!(蛾ｲi(’ 2.0 0.9 0..1 0.7 便 １１F〔をイ する剥Ⅱ.、峰部に微綱な剥離痕ｲiり

300 I〕９－１４９ lａ ﾉlljMlｲＩ（ １．８ 1.0 0.5 0.9 使 Ⅱ1J〔をイ する剥片、右側縁部に微細な剥離『〔ｲiり

101 １８－ ？】 ハｌＨｉＷｉｄ 2.1 1.7 0.6 1.0 使ⅡI疵をｲｒｊ･ろ剥H･，右側紬部に微細な剥離痕ｲiり

302 '18-124 ２ 11ｌｌｌＷ７ｂ ２．５ 1.6 Ｌ･Ｉ Ｌ３ 

３０３ I)８－３３ IＣ 狐蝦(iｂ Ｌ９ ２．８ ０．４ ３．３ IIi部欠１１１

3０１ I)９－１５ 1ａ ｊＭＭＭｊ(Ｉ 1.8 ２．１ 0.3 １．９ 

305 9－８０ 1ｂ H1蝿Iil） 1.3 1.3 0.2 0J 

306 7－２３ IＣ ＪＭｌｌｲｉｆ .,！ 1.2 O」 ０．６ 被熱

307 1１９－８ ２ ！.ＭＨ｛iｆ ､７ 1．，１ ０．６ 1.0 厄部欠lⅡ

30s 8-2-10 lｃ 縦ｨil〕 .① 1.7 0.3 ０．７ 

309 Ｄ８－Ｍ６ lｃ ＭｌＷｉ《Ｉ 1.3 Ｌ5 ０．２ 0.5 

３１０ Ｃ９－２０ lａ 」ＡＩ畷（iｈ ２．８ 1.7 1．１ ３．s 接合】、IB1形1i潟



２．その他の遺物

（１）ナイフ形石器（第36図311）

第２ブロックより、黒い縞が多少ある不透明で良質の黒輝石を用いたナイフ形石器が出土した。先端及び

基部を欠損するが、素材は縦長剥片を)Uいており、両側縁に調整加工を施している。これらの在り方は、正

面の右側側縁上部先端を作出するための調整力Ⅱ工、あるいは側刃縁から基部への調整が顕著であり、背縁の

基部側の調整は微細なものである。このような調繋加工により、石器の形状が三角形に近く整形されたもの

と考えられる。刃部の裏面には、上記の調襲加工とは違い、使用によるものと考えられる平坦な剥離痕が顕

著に観察される。

（２）スクレイバー（第36～40図）

スクレイパーは本石器群における中形石器の代表で18点と多くの資料があり、ホルンフェルス１点以外は

その石材に黒色安山岩を用いている。これらのうちには、剥片の端部に急峻な刃部を作出した「掻器」と捉

えることが可能なもの（312,313）や、剥片の側縁に連続した調整加工が施される「削器」と捉えられるも

の(296,317,318など）がある。しかし、それらの刃部の角度にはあまり差が無く、この分類に含まれない

ものも多いため、これら全体をスクレイパーと総称し分類した。

312～315は比較的急角度の調整加工が施され、凸刃の刃部を有するものである。縦長剥片を用い、その端

部に弧状の刃部を作出した典型的な掻器ではないが、これらには掻器的な機能を想定することが可能であろ

う。特に312などは、素材の用い方、刃部の形状などからして、掻器として捉えうるものであろう。

316は急角度の調整加工により、尖った刃部を形成するものである。素材となる剥片の形状を大きく変える

ように調整加工が施されており、その際に作出された調整剥片が左側縁部に接合することが認められている。

296,317～319は、剥片の側縁に連続した調整加工を施したものである。これらには黒耀石で細石核の作業

面更新剥片を再利用した小形のもの（296)、中形のもの（318)、大形のもの（317)、刃部が複数で小形のも

の（319）がある。

320～322は、数回の比較的大きな剥離によって刃部を作出したものである。これらのうち320と322は厚み

のある素材であるため、調整加工の剥離が大きくなったと考えられる。石核として考えることができるかも

しれないが、剥離された剥片を石器の素材として用いたと考えるにはその剥離面が小さく、またそうした剥

片を用いた石器が本石器群には見当たらないため、スクレイパーの－種としておきたい。また321は、ランダ

ムではあるが調整加工の在り方は、前記の剥片の－側縁に連続して調整加工の施されたスクレイパーに近い

ものかもしれない。

323,324はランダムなあるいは微細な調整加工を施したものである。323は剥片の側縁の一部に多少連続し

て調整加工が施されている。324は、板状の石核(残核）を用い微細なやや連続した調整加工を施しているた

め、あるいは前記の剥片の一側縁に連続した調整加工を施すスクレイパーに近いものかもしれない。

325～328は、一部に連続した調整加工が観察され、スクレイパーの欠損したものと考えられる。325は粗く

鋸歯状に調整加工が施されている。また、329は先端が尖るように調整加工が施されている。

（３）模形石器（第41図310,330,331）

本遺跡出土の樫形石器は、黒耀石２点とチャート１点の計３点で､比較的繊密な石材を用いている。310は

(わ
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前述の接合資料１に含まれるものであり、細石核の素材を得る工程で生じた剥片を素材としている。また、

330は接合資料ではないものの黒耀石ｆに分類され得るものであり、310と同様な過程で生じた剥片を素材と

している可能'性が強い。331は青黒色の比較的徴密質なチャートの剥片を用いており、本石器群にはチャート

を用いた細石刃が存在しないことから、この１点に関しては細石刃製作工程には関係しないものと考えられ

る。

（４）二次ｶﾛｴ痕を有する剥片（第41図）

加工痕を有するが連続した調整加工ではなく、その意味が不明であるものを二次加工痕を有する剥片とし

た。

332は､横長剥片の周縁に連続したものではないが大きめのものが数カ所､折れ面にも－カ所に調整加双が

施されている。333は縦長剥片の側縁の一部に数１回1の加工痕を有するが､他の側縁に比較的顕著な使用痕をも

有している。334は左半分を欠損しているが下縁と裏iiiの一部に、また335は裏面の下部にそれぞれ加工痕を

有するものである。

（５）使用痕を有する剥片（第42,43図）

293,294,298～301は黒耀石の小形剥片を用いている。これらのうち293,294は細石核の打而再生剥片で

あり、他も細石核の調整剥片と考えられるため、おそらくそれらを再利用したものであろう。木石器群にお

いては細石核の調整剥片を再利用し石器とする例は特徴的に見受けられ､スクレイパーに再加工した296など

もその一例である。

中形のものは、339,340の２点以外は石材に熟色安１１１岩を使用しており、また337～339,344の４点以外は

縦長剥片を用いるというような傾向にある。336～339は比較的顕著な剥離痕が連続して観察されるものであ

り、うち336と337には二カ所に使用痕が観察される。また接合はしないものの339は、剥片359,石核373と同

一個体である。340～344には使用痕と考えられる微細な剥離痕が観察される。また340は珪質頁岩で、本石器

群においては同一の個体は検出されていない。

（６）剥片（第44～49図）

黒色安山岩と黒色頁岩の中形から大形の剥片を、長幅比約1.3をもって縦長剥片と横長剥片に分類したが、

これらの剥片類はそのままでも使用されていたであろうし、スクレイパー等の石器の素材としての意味を有

していたものとも考えられる。

縦長剥片に分類されるもの（345～352,368）のうち345～348の表面にみられる剥離痕を観察すると、連

続して縦長剥片を剥離したことが理解できる。黒色頁岩の347と348は同一の個体が本石器群にはなく、また

345,346についても接合資料が存在しない。このような状況から、遺跡内で行われた石器製作では連続して

縦長剥片を剥離することはなかったものと考えられる。しかしこれらの剥片の存在から、連続した縦長剥片

を剥離する技術が同時期に存在していたことは明らかであろう。

横長剥片(353～367,369,370)は比較的不定形なものが多く、形状による分類は難しい。353,354,356,

357は長さが幅よりも大きく、縦長剥片の一部に近いものである。362は表面をポジティブで大きな剥離面が

覆い､大形剥片を素材とした石核から剥離されたものと考えられ､363もそれに類する剥離技術によるものと

考えられる。365～367は黒色頁岩であるが、本石器群には同一母岩の石核はなく、また対応する剥・砕片も

６石
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殆どないことからみて、剥ﾊﾞの状態で巡跡内へ持ち込まれたものと考えられる。369および370は、石核を大

きく削り取ってしまった剥片であろう。また、359は接合はしないものの石核373と同一''81体である。

（７）石核（第50～52図）

本石器群から出土した!|'形の石核は８点である。その形状はサイコロ状、チョッバー状、IMI状と横長剥

ﾊﾞを剥離するものが主体であり、縦長剥片を剥篭するものは接合fii料７の石核378のみである。これら石核の

剥離作業面を検討すると、主に横長剥片を中心として剥H･剥離がなされており、その大きさから主に中形の

石器の素材を本石器群に供給していたと考えられる。

石核の素材の多くは不Iﾘjであるが、チヨッパー状の373は礫であり、また勉甲状の376は作業i(liの一部にポ

ジティブな剥離面が戒るため側１１．であることが理解できる｡さらに376においては裏面に迎統した剥離痕が観

察されるが、表面に残るポジティブな剥離iAiとそれらとは180．逆方向であることから、迎続して剥離された

縦艮剥片が素材であると考えられる。

373は剥離作業面の状況と全体の形状から、礫器と捉えることが可能とも考えられる。しかし、①刃部にあ

たる部分の角度が鈍く、使川等によって残される刃こぼれが蝋衆されないこと②この石核から剥雛された

剥片が、使用痕を有する剥片（339）として使用されていること③剥片359も同一個体であるがこれら３点

が接合せず、この石核から剥離された他の剥片が別の場所で何らかの目的で使月】された可能性が大きいこと

などのnMIhから、剥片を利川するために剥離作業がなされたと考え石核とした。

375のａとｂは折れたもので､石核としては欠損しているが､接合した状態で１点の石核として捉えられる

６のであろう。

（８）黒色安山岩の剥離に関する接合資料（第53～56図）

接合資料７（第53図）

縦長剥片の剥離工程を示す接合である。剥片(377）の一部には礫而が残り、表面の剥離力|ｲﾘも一定してい

ない。しかし石核に残さｵした剥離面を観察すると、墾而には377と同方向からのネガティブな剥離面が観察さ

れ、欠損してはいるものの、ｌＴｉＩ－の打而を利用していた可能性がある。また、石核の右I1lli(Iiには何らかの石

核調薙痕が観察される。

接合資料８（第54図）

縦長剥片（379）と機長剥片（380）の接合であるが、380はヒンジ･フラクチャーにより剥離が収束してし

まったと考えられるかもしれない。しかし、379とは剥離#111がややずれているため、連続した縦長剥片剥離を

行ったものかどうかは不Iﾘ}である。接合盗料の右側はポジティブな剥離面であり、また左l('１は側刀からの大

きな剥離であるため、剥片米材の石核を大きく剥離した後、その際に生じた稜の部分から剥離作業が開始さ

れたものであると考えられる。

接合資料９（第55図）

不等辺の三角形状の判ﾊﾞliil士の接合で、後から剥離ざｵした剥片(382）は、その縁辺に使川によると考えら

』しる微細な剥蔑痕が連続して観察さｵしる。接合資料の正iiiiおよび右側面は原材分;l;ﾘ1MFの大きな剥離而の－部

7万



と思われ、原礫の分割により石核の素材が準備されたものと考えられる。

接合資料1０（第56図）

サイコロ状の石核(384）から、打面を頻繁に転位しながら判Ⅱ.剥離を行ったことを示す接合である。剥片

（383）表面の剥離面は、主要刺隣而の剥離方向と90.ないし180.異なるものであり、またｲ｢核においても、

同一作業面から連続して剥片剥離が行われたと考えられるものが殆どないため､90.をJmL本とする頻繁な打iiii

の転位の状況が理解できる溢料である。

蝶色安１１１岩は、本石器群においては照輝石についで資料が多く、Ilj形の石器の素材を供給した[|】心的な石

材であり、中形の石器が主に剥離されている。そのため、この剥片剥離技術の在り方を検討することにより、

本ｲｨ器群巾での中形石器の製作技術をIﾘ]らかにすることができるものと考えられる。

【|'形の剥片では、長幅比が1.3以下になる横長剥片が多くみられる。これらの剥片剥離技術には、ＩＭＩ状の

打核（374～376）から剥離されるものと、打面転位を瀬繁に繰り返し、石核がサイコロ状（371,372、接合

10）になるものがある。

櫛長剥片剥離は、／Ｍ１状の石核あるいはサイコロ状の石核からなされるものがあると考えられるが、横長

剥片の剥離ihiなどの観察からだけでは、どの様な石核に対応するものか理解し難いものもある。しかし、横

災剥片はスクレイパー(313,319,322)、加工痕を有する剥ﾊﾞ(332,335)、使１１]痕を有する判Ⅱ.(337,338,

3`}l)等の石器として利)1)されており、本石器群の素材をiMLるための重要な剥片剥離技術の一つであるといえ

よう。

縦長剥片剥離で、345や石核376の米材などは、連続した縦災剥片剥離技術によって得られたものである。

また黒色安山岩ではないが、ノA1色頁岩の剥片347.348あるいは球fT頁岩の使用痕を有する剥片340等の背後に

６，連続した綾長剥片剥離技術の存在が充分に予想できよう。その他、スクレイバー317,便川痕を有する剥

片･341～343、剥片346.351等は、連続した縦長剥片剥離技術によるものかどうかは不Iﾘ]であるが、Ｉﾘjらかに

縦災剥片剥離を意識したものであるといえよう。また接合fT料７．８は、この様な剥片剥離工程を示すもの

である。

また349,350等は、縦長ﾒﾄﾞﾘ片でもその表面に残された多力lrﾘから剥離された剥離inの状況から、横長剥片

の内でも幅よりも長さの大きいものなどと同様な剥片剥離技術によるものであり、あるいはそういった剥離

]:樫において偶然に剥離されたものとも考えられる溢料である。

これらの石核の素材については、分割等による大形判ﾊﾞを素材としたもの（335,337,3(j2,376、接合ifY

料８．９）があり、主に俄災剥片剥離工程で用いられた可能性がある。しかし、礫あるいは大形の剥片を原

材としているものかどうかという状況を推測でき得る満料は、接合資料等を含め、本打器群には殆ど残され

ていないといえよう。

（９）礫器（第57～63図）

一般に素材となる礫の一部に粗く調薙力Ⅱエを施して刃部とする礫器は､本石器群では平均ｊ１Ｕｌｔｌ,167.19と

H1UIt感があり、破石と共に大形打器として位置付けられるものである。石材は、385の１点を除き、追跡周辺

で普週的に得られる粗粒安１１１岩をⅢいており、大形石器の打材として共通するものである。

刃部は、基本的に片刃であり、その型面には使用による刃こぼれと考えられる小剥離痕が観察されるもの

（386,387,389,390等)が多い。刃部は礫の一辺に設定されるものが一般的で鮫も多いが、もう一辺(393)、

７７ 
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あるいは器体をまわるもの（394）も見受けられる。また刃部の角度を観察すると、比較的鋭角なもの（386）

からほぼ直角に近いもの(392）までバラエティーに常むが、特に鈍角なものは礫器として扱ってよいものか

どうかは疑問が残ると考えられる。また、刃部以外の礫而等に舷打痕のあるもの（386～389,392）があり、

これらは礫器としてだけではなく、離石と同様のllj途にも使１１]されていた可能性が強い。

また385については、石材が砂岩で素材も剥片を川いるなど、スクレイパーとして理解できるものであるか

もしｵLないとも考えられる。しかし、大形で重丞感があり、表iniを広く礫面が極い、調披加工も大きいこと

など、スクレイパーとしては特異なものであるため、礫器の一帆として理解を試みた。

（10）敲石（第64～68図）

礫をほとんど加工することなく、何らかの破打に使川し、その痕跡をとどめる石器を破石とし、本石器群

からは10点が検出されている。平均砿ｉｉｉは755.19で、そｵLらはJlIjItを基に1009台のものを小形、３００９以上

１ｋ１５未満のものを''１形、１ｋ贋以｣二のものを大形として分瀬が了U能である。便)H石材は､４００の１点のみ砂岩

で、他はすべて粗粒安山岩の礫を川いている。離打痕を観察すると、一カ所にみられる６の１点（404)、上

下など二カ所にみられる６の３点（396,398,399)、三カ所に〃られるもの３点（395,397,400)、周縁を

使川Ｉした６の３点(401,403,405）であり、ほとんどか一端のみの使用ではなく、頻繁に作業面を変えてい

たことが理解できる。

これら10点と比較的多くのlMi府は、小形あるいは中形のものは二、三カ所に敵打痕を有するものであり、

1ﾉｨ縁を使用したものは401以外は大形のものに限られている｡礫器にもliMi打痕を有するものが見受けられるが、

それらについても7399と/[&軽j,(の1点(386)を除いた全てが１ｋｇ以上であり、大形の敵ｲｶﾞに対応する砿爺

である。また大形の破石および破打痕を有する礫器は、共にｉｉｉれたような敲打痕を有しており、同様な目的

に使Ⅱ]された可能性が高いと思われる。その目的に関しては、例えば植物の力Ⅱ工具としての川途などが考え

られるが、理科学分析などにより実証された訳ではなく、今後の課題としておきたい。

接合資料1１（第661列）

破石使用時にその衝嫉によって破担した破片と本体の接合である｡接合距離は約20ｃＩｌｌと比較的至近である。

ナイフ形石器計測表 両
万
一

１
１
 

スクレイバー計測表

Ｆ 
9７ 

稀￥ 週物Nａ 所11m ｌｊ材 完形度 長さ 側 Iりさ 米材 術：ザ

Kｌ１１ 119-15 ？】 AＩＷｆｌｉ 先端および基部欠孤 3.0 1.s 0.5 ２．．１ 刃器 刃部ｿIiAiI二便Ⅱl疵

肝Ｉ） 述物Nｑ 所属 (ｉ材 完形度 焚さ ＩＨＩ }リさ ｝,（ 難材 刃部 備考

３１２ I)9-332 1ｂ ！!(色安lllｵリ 光形 6.4 ５．８ 1.6 61.1 縦艮剥片 凸刃、急ノリ庇

313 I)9-373 11〕 』l{色安111V｝ 完形 .ＬＩ の．⑪ 1..1 ２ ● ９｝ ３ 横長剥片 凸刃、急阿1匹

314ａ 

31.11〕

【Ｊ１ ８ 句◆ザ！ 

I)9-260 

1ｂ 

】ａ

Jll色安IIIVl 先形 8.8 3.1 ｡）｡） 5６．１ 縦是剥片力 刃、趣jvll丘

315 Ｄ7-2 lｃ ホルンプェルス 尼部欠楓 ４．７ ５．８ 1.5 4４．７ 横長剥片 二ケ所､急角１１〔、微細
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二次ｶﾛｴ痕を有する剥片計測表

ヒ
ト ５．１ ト

巨
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一
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使用痕を有する剥片計測表

９s 

番号 遺物NOL 所属 石材 完彩度 長さ 幅 厚さ 砿ブハ 米材 刃部 備蕃

316 Ｅ8-120 1ｂ 無色安山岩 完形 ４．０ ３．８ 1.6 21.6 剥片 尖刃、急角度

317 Ｄ９－７９ 1ａ 無色安111岩 尾部欠撹 ７．１ ５．９ Ｌ４ 60.6 縦長剥片 直刃、鋸歯状

318 Ｄ9-138 1ａ 側(色安11J岩 完形 ５．６ ４．２ I.`Ｉ 30.6 縦是剥片 直刃、鋸歯状

319 ８－６８ 1ｂ 無色安[11瑞 完形 3.1 ３．０ ０．７ 5.7 横長剥片 面刃、急角度

０ Ｅ７－６３ IＣ 黙色安【11端 上半部欠損 ４．５ ５．９ ２．３ ･1６．６ 剥片 尖刃、鋸歯状

１ 、9-124 1ａ 無色安111岩 完形 7゛３ .Ｌ６ ２．１ 4５．４ 縦長剥片 ランダムな加工

322 Ｄ８－ｌ６９ Iｂ 無色安111岩 完形 ４．８ ４．８ ２．３ 4２．０ 横長剥片 ランダムな加工

323 Ｄ9-101 1ｂ 黒色安111場 完形 ５．８ ３．４ 1.2 17.0 縦是剥片 直刃､ランダムな加工

324 Ｅ8-174 1ｂ 色安111岩 完形 Ｉ.２ ３．７ 1.5 20.0 石核 直刃、微細加工

一、２ 〈』 118-102 ２ 黒色安111潟 一部残 ３．３ ３．２ 1.2 14.0 縦焚剥片力 直刃、鋸歯状

326 Ｈ8-23 ２ 黒色安111岩 上半部欠1【I ２．１ ２５ Ｌ2 5.4 縦長剥 直刃

327 Ｃ９－ｌ６ 1３ 黒色安山岩 一部残 ２．５ 1.3 0.7 2.5 剥片 直刃

８ Ｃ９－３３ 】ａ 黒色安111岩 一部残 1.7 ､山Ｉ 1.2 6」 剥片 ランダムな力U工

329 、8-142 ｌｃ 熱色安山岩 一部残 ２．１ 1.2 Ｌ１ 2.1 剥片 微細加工

番l弓 遺物Nｄ 所属 石材 完形度 是さ 櫓 厚さ 敢鍬 素材 備考

３３０ Ｄ9-78 】ａ 熱耀石ｆ 完形 2.2 Ｌｲ 1.0 ２．５ 剥片

331 117-1 ２ チャート 完形 ２．４ 3.7 1.0 ８．７ 剥片

稀号 遺物Nb， 所属 万材 完形度 長さ 幅 厚さ 1Ｋ量 素材 備考

332ａ 

3３ 

Ｄ9-286 

Ｅ8-20 

1ｂ 

IＣ 

黒色安山岩 完形 4.0 ５．１ 2.2 25季３ 揃健剥片. 欠撹面に力１１工痕

333 Ｄ9-115 1ａ Ｒｌ色安山岩 完形 ６．９ Ｉ.０ 1.6 40.3 織畏剥片

334 Ｅ9-130 1ｂ 黒色安111岩 左半欠投 ３．８ ２．７ 1.5 1３．３ 横長剥片

335 、8-50 1ｂ 典色安111岩 左端欠損 ３．９ ５．６ 1.0 2０．７ 横焚剥片

番号 遺物Nｄ 所腕 石材 完彩度 長さ 楢 厚さ ITI銃 素材 備考

336 Ｄ8-126 lｂ 黒色安111場 完形 ５．７ ３．１ 1.1 1２．３ 縦長剥片
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瀞B） 遺物NC， 所腕 ｲｉ材 先形度 長さ 価 吟【さ ﾉﾘ（ 米材 (｛ｌｉニリ

337 l)８－２１ ｂ H1色安IIIIW 尾部欠掘 4.0 5.0 1.6 2２．９ 枇長剥片

338 7-5 Ｃ 無色安IlIlO｝ 右端欠扱 5.0 ５．６ 1.6 37.1 横長剥片

339 9-278 ａ 4(色r[t‘ 先形 3.3 ２．６ 0.7 ､1.9 凝長剥片

３１０ 8－１１ 1ｂ 珪蘭r〔1Ｗ １G部欠捌 6.3 １．２ 1..1 2９．３ 縦長剥片

311 、9-126 lａ 黙色安111ｫ`； ･尾端欠 5.9 ２．６ 0.8 8.3 縦長剥片

312 I)8-133 1ｂ 41色安'1110｝ ~r半部欠捌 3.7 ２．５ 1．１ 9.3 縦長剥片

３１３ 9-121 1ｂ 111色安lIIVl 下半部欠批 4.】 ３．５ 1.1 1３．９ 縦艮剥片

31.1 １８－９ ２ ！,11色安IIIVI 尼端欠捌 ４．１ ３．９ 】､３ 1３．２ 縦艮剥片

稀｝） 逝物NＱ 所!】Ｉ 荷材 先形度 長さ 慨 〃さ Aｔ 素材 (櫛：ザ

３１５ I〕8-70 lｃ 』(色安IIIt1l 光彩 ９．５ 5.9 3.3 Ｍ８．２ 綴艮剥片

３１６ I〕9-98 1ｂ 』11色安II14Jl 光形 1.5 2.3 0.9 ７．９ 縦焚剥片

３１７ Ｅ8-113 lｃ ､{色ｒｉｵ!｝ 完形 ５．９ 2.5 1.8 2０．０ 縦焚剥片

３１８ Ｃ９－２２ 1ａ ！11色TI『｝ 充形 6.0 5.1 1.5 3０．３ 縦長剥片

３１９ I)８－３ 1ｂ ！１１色安111力`； 完形 6.0 4.J ､３ 2.1.2 縦長剥片

０ ｜、３ 、９－６５ lａ 11色安llIVl 完形 ､1.3 3.8 ．⑪ ０ ■ －， １ 縦畏剥片

ｌ －Ｄ ｎＪ I〕9-53 1ｂ 1A{色安IlIVI 下半部欠欄 ４．９ .Ｌ７ ｡） 3０．４ 織長剥片

？】－０ ⑩⑭ 、8-82 1ｂ !１１色安IlIVI 完形 ５』 3.4 ， 1９．１ 縦長剥片

３ －， ３ 118-89 ２ 1M色安111冊 完形 ．ＬＩ 3.8 １．３ 1６．６ 横焚剥片

３５１ I)8-122 】I） 111色安１１１冊 形》犯 ５．６ ４．８ ２．２ ４５．９ 横長剥片

５ ｜① ３ 9－ ｂ 狐色安lI1ill 完形 4.4 5.0 1.8 1９．８ 横長剥片

ａ （ｂ こびん①

ｂ ６ －０ ３ 

Ｄ８－８５ 

Ｄ8-130 

ｂ 

ｂ 

』!(色安IIlrl 光彩 4.7 3.7 ０．９ ９．１ 横長剥片

【’一①Ｔ〉 、8-36 lｃ ４１色安111t`｝ 右端欠投 4.5 -1.-1 1．１ 2０．４ 横焚剥片

ＱＵ ｌＤ ｎＪ 、9-210 1ａ 鯉色淡111\Ｉ 完形 1.2 4.0 ｕ７ 5.7 横長剥片

３５９ Ｃ９－２７ 1ａ Ａｌ色Y(冊 完形 4.8 3.8 0.9 横焚剥ﾊー

360 Ｅ９－９２ 1ｂ 1A{色安Ｉ IVl 尼端欠{1１ 3.6 ･1.3 1.5 1６．７ tii長剥片

３６１ 118-16 ２ 1.11色安Ｉ IMI 左鵡欠撹 4.5 、 ， 1.9 ３５．７ 検是剥片

３６２ Ｅ８－１６ lｃ J1{色安Ｉ 1M｝ 売形 ４．８ 5.8 1.6 ３３．８ 横健剥片

363 Ｅ8-188 1ｂ ！M色安llIMl 左・右欠狽 5.6 ､1.8 1．．１ 29.2 横長剥片



石核計測表

|Ｔ 
庁’

＝ 
接合笂料計測表

J００ 

満$） 適物Ihil 所風 石材 完彩度 是さ 福 厚さ 〕I（ハ（ 索付 備考

3６１ I)9-81 |〕 111色安IlIrl 右・尾欠撹 ４．０ 4.2 Ｌ２ 11..1 Iiilt別H・

365 l)8-100 Ｃ 11色rｉｒＩ 右半欠描 ３．２ ３．４ 0.9 11.1 IlIijt剥Ｉ

366 I)８－１０１ Ｃ 色ｍｌｌ 右半欠撹 ４．５ 5.0 ０．９ 1５．５ 柵災剥１

367 I)8-26 IＩＪ 血石●１ １ 色 左・右欠孤 5.0 ４．８ 1.6 ､７ 横｣&剥１

36s ９－１０５ 11〕 (｛色安１１１V｝ 上半部欠損 ４．２ ５．１ Ｌ９ 35.9 縦jt判Ｉ

369 I:8-2`Ｉ 11） １Ｍ､亥'１１淵 完形 ３．３ ４．９ ２．４ 32.2 柵｣&剥Ｉ

370 I〕８－３２ lｃ ！11色安'１１端 先形 4.3 ８．１ ３．７ 92.2 戦１４判ﾊ．

lfi号 逝物N、 所IJI Ｔｉ材 先形度 長さ 幅 厚さ 砿ｊＪ（ (櫛琴

３７１ I)9-325 】ａ 111色安111岩 サイコロ状 ３．８ 3.9 3..1 53.3 

372 〕９－】８７ 1ａ 111色安111場 サイコロ状 ４．７ 5.5 3.2 90.9 

373 〕９－３６１ (色I〔岩 チッパー状 ４．s ８．２ 6.9 301.9 339,359と同一偶体

)7-1 IＣ ﾉﾑ{色安111岩 ｍｌｌｌ状 ２．７ 7.2 ４．５ 6８．３ 

375ａ 

l） 

〕8-.19

)８－２２ 

lID 

11》

!｣』色安111岩 １m[ｉ】状 ６」 7.7 2.7 106.7 

376 I〕8-8 1ｂ H1色安111淵 1,叩状 4.0 ８．９ 2.7 68.0 縦１４判片･を獺材とする

lff号 iji物Nb， jiJilhl 石材 完形度 長さ 鯛 厚さ ),〔 冊 備考

(接合７） 6.3 3.5 ２．７ 32.1 

377 

３７８ 

8-13 

I)9-309 

11〕

１１） 

肌色安１１１潟

尾部欠扱

｣2半部欠扣

5.0 

5.9 

1９ 

3.5 

1．１ 

２．２ 

６．９ 

2５．２ 

判ﾊ．

石核

(接合８） 6.7 4.4 ２．３ ･１９．７ 

３７９ 

380 

Ｃ９－３７ 

I〕9-129

】ａ

1m 

111色安111岩

完形

完形

6.7 

4.5 

2.8 

3.9 

１．８ 

1.1 

3０．７ 

19.0 

剥川．

刺Ⅱ.

(接合９） ６．１ 6-0 2.7 39.9 

381 

382ａ 

382ｂ 

Ｃ９－ｌ 

I)9-167 

I〕９－１９１

】ａ

1ｂ 

lｂ 

H{色安111場

先形

尼端久1，

5.1 

２．６ 

２．８ 

4．４ 

２９ 

４．０ 

2.0 

1.4 

1.J 

22.4 

９．６ 

７．９ 

判Ⅲ.

便lIlU〔を１jする刺Ⅱ．

使l11p〔をｲiする剥ﾊ.

(接合】O） ３．０ ５.`Ｉ 2.9 4１．１ 
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礫器計測表
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厚
敲石計測表

〃ノ

儲号 in物Na 所!（ 石材 光形喚 ﾉｾさ 鯛 !'ざ jＫＡｔ 器祁 備きり

383 

3s！ 

8-119 

9-56 

11） 

11〕

処色安llIVl

左半欠lⅡ

完形

３．７ 

３．０ 

3.0 

5.4 

１．５ 

2.9 

ＰＤ Ｃ ｌＤ ｌ 

６ ● ８ ９］ 

剥片

石核

(接合１１） 1１．２ 7.9 9.1 928.8 IＷｉ 

､101 

`102 

I)９－３５７ 

I〕9-154

lａ 

lil 

111粒安llIVl

完形

完形

1１．２ 

４．８ 

7.9 

5.8 

９.】

1.7 

8８４．５ 

4４．３ 

腺

砕片．

涛号 jjll物NＱ 所ＩＪＩ 石材 充形度 焚さ 福 ｝？ざ 敵 索材 刃部 傭量り

385 ８ 二、２ ８ Ｑ０ｇ ｌ IＣ 砂岩 先形 1１．３ 9.2 4.1 414.4 判IＩ.

3８６ I)9-339 11） ｉｎ粒安lI1iIl 完形 1０．５ 1０．１ 6..1 739.4 腺

387 I)９－３４７ 11） 11(粒安ｌＩｌｌ`｛ 完形 13.1 10.0 0.6 1,277.7 砿

388 I)9-353 1ｂ 11(粒安111M； 刃部欠ｌＩｌ ９．．１ 15.0 7.6 1０２７２．１ 礫

３s９ 1)9-363 】ａ IIl粒安llIVl 完形 1３．７ 11.3 ６．１ 】’162.3 礎

390 Ｅ8-252 1ｂ 粗位安IlIVl 完形 1Ｉ.０ 9.6 ６．０ 991.0 礎

391 Ｆ７－５ Ｃ 111粒安111洲 先形 1３．８ 1４．８ ６．５ ,561.0 確

392 Ｃ９－５６ 、 粗粒安lｌｌｉ１ｌ 充形 1１．９ 13.0 ６．９ 1.318.2 礫

393 l)9-312 ｂ 1il位安IIlY｝ 完形 1５．３ 1４．８ ｎ．イ 1.755.0 碑

394 ＣＯ-55 1， 机粒安lllVl 光形 Ｍ､５ 1１．９ ６．０ 1.177.2 砿

祷号 in物Nｕ 所IHI 石キイ 完形度 焚さ 幅 〃さ 鍬 難材 舷７J 情：\

395 1９－ ２ 粗粒安IＭＩ ８．０ 5.7 3.2 ９ ● ８ －０ １ 礎 三ケ所

396 I)9-366 1ａ 111拉安11Ｗ ７．２ ４．８ 2.3 1３７．５ 碗 上・下端

397 Ｅ8-259 lｃ 粗粒安111Ｖ 10.1 7.2 ３．８ .】 確 ケ所

39s ８－２３７ IＣ 111粒安111Ｖ 1０．７ 8.6 ５．２ 170.8 際 二ケ所

399 I)9-337 血 粗粒安１１Ｉｻﾄ １０.`Ｉ 1０．６ ６．６ 820.8 礫 二ケ所

､100 8－８１ IＣ 砂岩 8.5 ７．３ 5..1 403.6 擁 ケ所

､103 I)９－３１５ Iｂ 粗粒安llIVI 11.3 1０．５ 9.1 1,378.7 碇

104 128-260 lｃ 粗粒安Illi1 1１．９ 1１．２ ６．７ 1.3】２．１ 礫

405 8-251 11〕 粗粒安llIVl 1２．６ 10.9 ８．７ 1.615.0 際



３．旧石器調査区外出土の遺物（第09図）

本巡跡全体では、まとまった出二l:状況を示さないものの、旧石器'１ｹ代調査区以外の他時期の巡椛や包含層

からも、当該時期の石器が数点出｣している（１～４)。また、発掘調査以前に巡跡内および隣接地で採集さ

れた巡物の中にも、｜[l石器時代の石器と考えらｵしるものが数点認められる（５，６)。これらの資料は、必ず

しもⅡ}二ｔ状況の良好なものとは言い錐いが、本適跡の細石器文化以外の時期に|HけるＩｉ１ｊ報としては]ili変なも

のであると考えられる。

１は、|[]石器調査区の北方約160ｍの地点で､繩文lMr代包含|箇中からl}{土した水菜形の小形槍先形尖頭器で

ある。透lﾘ}でやや灰色味がかった良f'iな黒耀石の横艮剥片を素材として、表面周辺と裏iiiiの一部に調雛ｶil工

が施された周辺加工のものであり、そのうち裏miに施された調鑛力１１]２は、素材剥片のパルプの膨らみを除去

するためのものと考えらｵしる。長さ3.3(l山幅L6cm、Ｍさ0.6cm、頭さ2.279を測る。２は、調査区の北約７０

ｍに位|i‘(する中世堀跡（SDO1）殺二Ｍ１上の彫器である。凝灰岩の石刃の下半部を素材として、断ち切るよう

に調雛ｊⅡI工を施して打而を設定し、その左端を打点として一条の彫ﾉﾉ而を作11Ｉしている。また、右側縁の一

部および左下部の一部に調整力Ⅱ工ときけえられる力Ⅱ工痕が観察さｵしる。艮さq5cIIl、稲2.9cm、厚さ1.5〔Ⅱ】、並さ

16.615を111りる。また水辿跡からは、Ⅱ]石器時代の石刃と考えらｵLるものも数点出｣:している。３は細文時代

!'ﾘﾘ1の竪穴式住居跡（SIO9）の麗士から{11土した赤色チャート製のIlj形石刃である。表面の状況から、主要

剥離ｉｍと同一方向の連続した石刃剥離工程から得られたものであることが伺える。Iiri部調整は顕群で、打ini

を小さく作出している。長さ5.1cm、Wii2､4cnI、厚さ1.3cm、重さ10.119を測る．４は、２同様ＳＤＯｌ殺土['１よ

り({}土した、灰白色に風化した黒色l:〔岩製の大形石刃である。表miの剥離面は、主要剥離面と同一の方向か

ら剥離されており、連続した石刃剥離工程中から剥離されたことが判る。打面調整が施されているものの、

頭部調維は顕著ではない。なお、右0['１縁には不連続に小剥離痕が観察される。長さ13.5〔m、幅5.5cm、厚さ2.

4cm、砿さ101.19を測る。その他、ｌの東方約20ｍの1MM文時代包含liWより黒色頁岩製の石刃下半部がｌＩｌ上し、

また調迩区北西約50】､の縄文時代前期の竪穴式住居跡（SIO8）麹｣:から、石刃ではないが、水和伽iの状況か

ら当該１１１のものと考察される黒耀石製の剥片の下半部が出｣含している。

また、本遺跡および周辺地では以前から地域住民により数多く巡物の表採がなされていたことは第ＩＩ章で

若干触れたが、それらの[|】で旧石器Ⅱ#代調査区の谷を隔てた西側の台地南東部より採災された遺物の一部を

阿久沢恭二氏より当教育委員会に寄附していただいた｡その大半は細文時代に属すると考えられる石餓や判・

砕片であるが､|日石器時代あるいは釧文時代への過渡期の槍先形尖頭器と思われるものが２点含まれている。

５は、黒色安山岩製で細身の柳葉形の|(i先形尖頭器である。素材の状況を伺い知ることはできないが、器体

の両面に入念な調整力Ⅱ工が施されている。器体｢'１央やや下部にそのﾉ,&大幅があるjW11身の形状を呈しているた

め、’１１ｲｶﾞ器時代から細文時代への過渡)Ul、縄文時代yOYnll期に属するものと考えるのが妥当であろう。’'１央の

一部を欠失するが、長さ9.9cnl、幅2.Ocn】、厚さO7cIl】、ｉ１ｉさ13.49を測る。６は、乳白色の良質な黒IMM石を用

いた械先形尖頭器の先端部である。訓;鋤Ⅱエが両面に施され、素材の状況は不Ｕ１である。現存長は2.2cmであ

るが、本来は５cnl程度の【|】形のものであったと推察される。現存lWiiL2〔m、厚さ0.5ClⅡ、砿さＬｌｇを１１１りる。

これら旧石器時代調ｒｆ区以外から''１土した石器は、必ずしもブロックを形成するようなまとまりを有して

おらず、また、単一の時ﾉﾘ1に帰属するものとは考えられない。しかし、これらのfr料の存在により、細石器

文化lUlに限らず旧石器時代から繩文時代草創期にわたるいくつかの時１０１に、本遺跡および周辺部を含めた広

い範１１Mが、人々の生活の舞台として利川されていたとＩｌ１解できる。

1α' 
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第Ⅳ章成采と|{}l題点

｜H石器時代最終末)ﾘIにあたる細石器文化は、その製作技術から南北二つの系統に大別されることは広く知

られている。群馬ﾘﾘLはこの両系統の交溌点とも言うべく、今までに南北それぞれの系統にlljlする遺物が''１土

している。

北方系のものとしては、その代表的なものとして、ホロカ型の一徹と見られる本村荷ケ島の桝形巡跡や同

柏倉の柏愈芳見沢巡跡、嵐士見村龍ノ[二1巡跡があり、またijl〕Mll技法による細石核や細石刃をｲｶﾞするものとし

ては前橋TIj頭無巡跡や子持村ｉＩ１ｌ手遺跡、笠懸町稲荷111遺跡などが挙げられる。また、南方からのものとして

は、相桃野台地において堤隆氏のいう「船野型」の一群に近い新里村峯岸遺跡、そして本報告によるいわゆ

る野岳・休場型の１１J之関前llljjH跡がある。

本遺跡発掘調査以前にも、いわゆる野儒・休場型の細石核や細石刃が隣接の大胡町や粕川村、新１Ｍ付など

赤城南戯の数遺跡で表採されていたが、文化層としてのまとまりをもって検出されたのは本巡跡が初めてで

あり、その調査意義は大きいと考えられる。特にその出二Mbi序については、既にI:l然理科学的検証が１１｝られ

ていた頭無遺跡など北方系のものと対比することにより、細ｲ丁器文化のI勵位的研究が進んでいる相模野台地

と同様に南方系の文化が先行し､北方系のものが後Ｈ１するといった成果を得ることができた｡群馬県内のロー

ム層中には鍵層となる浅'Ｍ１板脚黄色軽ｲｶﾞ(Ａｓ－ＹＰ)、浅間白糸軽石(As-SP)、波''１１板鼻褐色軽石(Ａｓ－ＢＰ）

群などの火山灰があるが、これらは理科学的分析によっておおよその降灰年代が与えられている。本石器群

の{{}土Ⅳ1位はＡｓ－ＳＰ直下辺りに、また北方系の'１１倉芳見沢巡跡や頭無逝跡の石器出土1W１位はAs-YPIiII下

に比定されるが、降灰年代により石器群に実年代を与えることも大略可能であると言えよう。

また本稿でも述べたように、本石器群は細石刃lNl巡の巡物は搬入,Ｈ１である黒lWM石を使川し、スクレイバー

など他の石器は在地系の黒色安山岩やﾉ』(色頁岩を韮に用いるというように、その器極により使Ｈｌ石材を選別

していることはIﾘ1白である。このような石材選定の在り方は、相模野台地における藤沢Tlj代官山過跡第１H文

化層や大和市上草抑第３地点【'１央遺跡第１文化1ｌｂi、ilj部高地における矢出)''第Ｉ遮跡などに類似性を求める

ことができ、南方系の文化の['１でも特に古い段階に位置付けられよう。また、311のナイフ形石器については

異論を隅える方も多いと思われるが、同一母岩の巡物が本ｲｶﾞ器群には一切無く、また先行する他時191の文化

厩も全く認められないため、このナイフ形石器はiiii記の上草抑第３地点【'1央道跡第１文化miや矢出)''第Ｉ遺

跡と同様、本石器群に組成されるものと考えられる。

前述のように、群馬県内では南北両系統の細石器文化が検l{lされているが、特に宮城村内においてはホロ

カ型の一種である桝形遺跡とｲ11倉芳見沢巡跡、そして野岳・休場型のili之関前111巡跡と一付に両系統の巡跡

が存在している。これらの過跡はいずれも河川柵いの比較的煙せた台地上の平坦iiiに占地するが、赤城山南

麓に関していえば、ホロカ型の遺跡は標高400ｍiii後の比較的高所に位|i'(し、野岳・休場型の遺跡は標高300

ｍ付近に位随する傾向が窺え、特にTl丁之IHI前H1巡跡とｲﾛ倉ｼﾞｹﾞ見沢遺跡は同一河)||の右岸に標淘差をもって占

地している。これは、頭無迦跡や荒屋巡跡といった湧別技法のものが比較的低所の河岸段丘上に好んで占地

するように、生態系（動・植物相）の迎いが－つの要因として指摘されるが、本辿跡およびhfl倉芳見沢過跡

において行った理科学分析においてはこれと言った差異が認められていない。しかし、遺跡立地については

今後当時の生活環境の復原と併せて考えて行かなければならない課題のひとつであろう。

また、もう一つの１１１題点として、ホロカ型と秘>)'１技法による細石器文化の編年的位慨付けがあげらｊしる。

】OLノ



双方とも出二I:厨位はＡｓ－ＹＰの直1ざにあるが､iii述のように立地醗境の違いにより同一巡跡においてⅢi位的

に出土した21；例が無く、両打併存の可能性さえ腕える状況である。しかし、本村におけるホロカ型の石器群

は「桝形タイプ」と呼称できるほど在地化が進んでおり、純粋に東北系の頁岩を川いる湧別技法による頭無

巡跡などとｲⅡ互に併存し影鍔を与えあっていたとは考え難い。例えば南IH1東の相棋野台地において、桝形タ

イプに戴似する大和市下鶴l1l1長堀遺跡と、珪質凝灰岩を主石材として使用する点などからみて荒歴タイプと

考えることもできる上和田城山追跡の肘位的出土例から考えると、型式学的にはiﾘj別技法によるもののほう

が一段陪新しいものと考える方が妥当であるとも思われる。しかし、ホロカ型の石器技法が「桝形タイプ」

のように完全に在地化していくためにはある程庇の年数を経ているものと考えられ、また青森県來津軽郡藤

川町の大平1[I元11遺跡を始めとした東北地方の追跡においては、逆にホロカ型が新しくなるといった報告11；

例も多く、一概に型式のみで編年を語ることは不可能であろう。詳しくは柏倉芳見沢遺跡の報告;1ﾄﾞに記載す

る予定であるが、今後これらの１１(例を路まえたうえでのさらなる研究が必要であろう。

今後資料の増力11により、石器群の内容や編年的位腫付けなどより明確な結論が示されていくものと思われ

るが、いずれにせよ細石器文化と呼称される|H石器時代最終未の-つの区分の[１１で、実際には幾つもの特徴

的な石器文化が存在し移動していたわけであり、そのような変〕Ｍｆの時jU1に赤城山南麓を中心としたこの地域

が、多少の時|Ｍ１差はあったとしても、ifj北iilli系統の多岐に亙る文化の交差点として遁要な役割を担っていた

と考えられよう。
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